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序

高知県は県土の80％ を占める四国山地のため、古来他地域 との陸上交通 を

隔絶 された地域で した。しかし、この地形的制約の中で、険 しい四国山地を

横断する幾つかの山越えのルー トが存在 しました。そのルー トの一つ、愛媛

県川之江市 と高知県南国市 を結ぶラインに現代の高速道路ー四国横断自動車

道が建設され、高知と瀬戸内を結ぶ大動脈 ・大量輸送手段の一つとして、現

在 日々その重要性 を認識 されつつあります。

四国横断自動車道は、さらに高知平野の北端山麓部を縫うように、西に向

かって工事が進んでお り、平成9年 の南国～伊野間の開通により、高知県経

済に与える影響がさらに大 きくなるものと思われます。

今回調査 された栄エ田遺跡は南国市岡豊町に位置 し、高知平野で最初にま

とまって縄文時代の土器が出土 した遺跡 として知 られていました。近年の開

発の増大に伴 う発掘調査により、高知平野周辺の縄文時代の資料 も増えつつ

あります。本調査でも多 くの縄文遺物が出土 しています。調査成果が当地の

縄文文化解明の一助になれば幸いです。

遺跡周辺は高知県下でも遺跡が集中する地点であ り、地形 と温暖な気候 も

相俟って住むのに適 した環境だったと考えられます。調査の結果、縄文時代

から近世に至る人々の生活が連綿と営まれていたことが判 り、それが裏付け

られた形 となりました。遺跡のある定林寺地区の先人たちの足跡を、わずか

ではあ りますが辿ることができたのではないで しょうか。

最後 にこの発掘調査 にあた り御配慮、御協力いただきました関係各位に対

しましてここに厚 く御礼 申し上げます。

平成7年3月31日

（財）高知県文化財団埋蔵文化財センター

所 長 原 雅 彦
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2． 発掘調査 は、 日本道路公 団高松建設局高知工事事務所 の委託 を受 けて、財 団法人高知県文化財
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8． 調査 にあたって は、 日本道路公団高松建設局高知工事事務所 ・高知県教育委員会 ・南 国市教育
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文化財 セ ンター） の各氏 には貴重 なご助言 ・ご教示 を頂いた。記 して感謝す る次 第である。

10． 発掘作業及び整理作業 には下記の方が従事 した。

（発掘調査）
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写真 図版 目次

PL1 調査前の栄エ田遺跡 （Ⅰ区からⅡ区方向をのぞむ）

Ⅰ－1区 完掘状況

PL2 Ⅰ－2区 完掘状況

Ⅰ－2区 遺物出土状況 （弥生前期末）

PL3 Ⅰ－3区 完掘状況

Ⅰ－3区 南端堆積状況

PL4 Ⅰ－3区SD8遺 物出土状 況

Ⅰ区全景

PL5 Ⅱ－1区 完掘状 況

Ⅱ － Ⅰ 区SD-13・14

PL6 Ⅱ－2区 全景

Ⅱ－3区 遺構検出状況

PL7 Ⅱ－3区 遺構 完掘 状 況 （SD-17・18）

Ⅱ－3区 よ り，西方 Ⅲ区方 向をのぞむ

PL8 Ⅱ－4区 遺構検出状況

Ⅱ －4区SA-1，SB-1

PL9 Ⅱ－4区 遺構完掘状況 （西か ら）

Ⅱ－4区 遺構完掘状況 （東か ら）

PL10 Ⅱ－5区 遺構完掘状況 （西か ら）

Ⅱ－5区 遺構完掘状況 （東から）

PL11 Ⅲ－2区 調査前風景

Ⅲ－2区 表土除去後，調査区全景

PL12 Ⅲ－2区 中央バ ンク南壁，推積状況

Ⅲ－2区 縄 文時代遺構 （J-Ⅱ 層 上面）

PL13 Ⅲ－2区J-Ⅰ 層遺物 出土状況

Ⅲ－2区SR-1（J-Ⅴ 層）礫 出土状況

PL14 Ⅲ －2区SR-1

Ⅲ－4区 調査区北西方向をのぞむ

PL15 調査に参加 した人々 （Ⅲ区）

調査に参加 した人々 （Ⅰ区）

PL16 Ⅰ～Ⅱ区 遺物出土状況

PL17 Ⅲ－2区 遺物出土状況 （縄文土器）

PL18 Ⅲ－2区 遺物 出土状況 （石器及びSK12）

PL19 作業風景



PL20 縄文前期 ・中期土器

縄文後期土器 （後期1類 ）

PL21 縄文後期土器 （後期1類 ）外面

縄文後期土器 （後期1類 ）内面

PL22 縄文後期土器 （後期2類 ）外面

縄文後期土器 （後期2類 ）内面

PL23 縄文後期土器 （後期3・5類 ）外面

縄文後期土器 （後期3・5類 ）内面

PL24 縄文後期土器 （後期4類 ）

縄文後期土器 （後期粗製深鉢）

PL25 縄文後期土器 （後期6類 ）①外面

縄文後期土器 （後期6類 ）①内面

PL26 縄文後期土器 （後期6類 ）②外面

縄文後期土器 （後期6類 ）②内面

PL27 縄文後期土器 （後期6類 ）③外面

縄文後期土器 （後期6類 ）③内面

PL28 縄文後期 土器 （後期7・8類 ，その他）外面

縄文後期 土器 （後期7・8類 ，その他） 内面

PL29 縄文後期土器 （後期粗製深鉢）外面

縄文後期土器 （後期粗製深鉢）内面

PL30 縄文晩期土器 （晩期浅鉢1・2類 ）外面

縄文晩期土器 （晩期浅鉢1・2類 ）内面

PL31 縄文晩期土器 （晩期浅鉢3類 ）外面

縄文晩期土器 （晩期浅鉢3類 ）内面

PL32 縄文晩期土器 （晩期浅鉢4類 ）外面

縄文晩期土器 （晩期浅鉢4類 ）内面

PL33 縄文晩期土器 （晩期浅鉢5類 ）外面

縄文晩期土器 （晩期浅鉢5類 ）内面

PL34 縄文晩期土器 （晩期深鉢1類 ）外面

縄文晩期土器 （晩期深鉢1類 ）内面

PL35 縄文晩期土器 （晩期深鉢2類 ）外面

縄文晩期土器 （晩期深鉢2類 ）内面

PL36 縄文土器 （粗製深鉢）

縄文土器 （粗製深鉢）

PL37 縄文土器 （粗製深鉢）

縄文土器 （粗製深鉢）



PL38 縄文土器 （粗製深鉢）

縄文土器 （底部）

PL39 縄文土器 （底部）外面

縄文土器 （底部）内面

PL40 石器 （縄文時代 ）石鏃 ，石錘，磨製石斧，ス クレイパ ー類 （表面）

石器 （縄文時代） 石鏃 ，石錘，磨製石斧，ス クレイパ ー類 （裏面）

PL41 石器 （縄文時代）叩き石類 （表面）

石器 （縄文時代）叩き石類 （裏面）

PL42 石器 （縄文時代）磨製石斧 背面

PL43 石器 （縄文時代）磨製石斧 腹面

PL44 Ⅰ－1・2区 出 土 遺物

PL45 Ⅰ－3， Ⅱ－3区 出土 遺 物

PL46 Ⅰ－1・3， Ⅱ－1・3区 出土 遺 物

PL47 Ⅱ－3， Ⅱ－4区 出土 遺 物

PL48 Ⅱ－4・5， Ⅲ －2区 出土 遺 物

PL49 Ⅲ－2区 出土遺物

PL50 Ⅲ－2区 出土遺物 （SD-29）

PL51 Ⅲ－2区 出土遺物 （SD-29）

PL52 Ⅲ－2区 出土遺物 （SD-29）

PL53 Ⅲ－2区 出土遺物 （SD-29）

PL54 Ⅲ－4区 出土遺物
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第 Ⅰ章 調査に至る経過及び確認調査

第1節 調査 に至 る経過

昭和62年 の南国～大豊間、平成4年 の大豊～川之江間開通以来、四国横断自動車道が高知県に与

えた影響には計 り知れないものがある。高速かつ大量輸送手段 として、期待されていた以上の経済

効果をもたらし、瀬戸大橋 （本州四国架橋）の開通 とも相乗効果を生み出した。四国内の他都市の

みならず、岡山をはじめとする中国圏、近畿圏との時間距離の短縮には目を見張るものがある。

この四国横断自動車道に伴 う埋蔵文化財発掘調査であるが、高知県では現在までに2冊 報告書が

刊行 されている。『飼古屋岩陰遺跡調査報告書』（1983年）1）と 『ロミノヲ谷古墳』（1984年）2）である。

南国～大豊間は山岳部分がほとんどで、昭和51年 に行われた分布調査で確認された遺跡数 も25遺跡

と比較的少ない。3）ところが、南国インター以西は、山麓部を通ることもあって遺跡数が多 く、昭

和48年 の分布調査の段階で高速道路予定地及びその周辺に124遺 跡、4）その後新たに確認される遺跡

が相次いでいる。

四国横断自動車道は、南国インター以西須崎～南国間の平成9年 開通を目指 し、現在急 ピッチで

設計協議 ・建設工事が進行中である。埋蔵文化財発掘調査 もこれに伴って急増 し、平成4年 度の栄

エ田遺跡試掘調査 を皮切 りに、5年 度7件 （試掘 ・本掘） ・6年 度6件 （本掘 ・整理） と高知県の

発掘調査全体に占める割合 も大きくなっている。

今回の調査 は、日本道路公団高松建設局高知工事事務所 による、四国横断自動車道南国地区定林

寺工事用道路建設に伴 うものである。定林地区は、一帯に縄文～近世の各時期の遺物が散布 してお

り、周辺は遺跡の密集地 として知られている。特に栄エ田遺跡は、過去の発掘調査 （1982年、ビニ

ールハウス建設 に伴 う調査）でも縄文後期 ・晩期の土器が出土 してお り、高知平野で初めてまとま

った縄文土器が出土 した遺跡 として有名である。5）この道路建設予定地が遺跡の対象範囲と重なる

ため、平成4年 度、遺跡の内容 ・性格 ・範囲等の基礎資料 を得るための確認調査を実施 した。その

結果、道路工事予定地全域約2,000㎡ の範囲に縄文～近世の遺構 ・遺物が遺存 していることが判明

した。

確認調査の結果に基づいて協議の結果、栄エ田遺跡の本発掘調査実施を決定、 日本道路公団高松

建設局高知工事事務所 と高知県文化財団埋蔵文化財センターの両者が、平成5年4月1日 付けで委

託契約を締結 した。調査は、財団法人高知県文化財団埋蔵文化財センターが受託 ・実施 した。発掘

調査期間は平成5年5月17日 から12月6日 までであ り、発掘調査面積は約2,400㎡ である。

註1） 森田尚宏 『飼古屋岩陰遺跡調査報告書』 日本道路公団 ・高知県教育委員会1983年
2）森田尚宏 『ロミノヲ谷古墳』 日本道路公団・高知県教育委員会1984年

3） 『埋蔵文化財分布調査報告書－ 四国横断自動車道開設に伴う－』 高知県教育委員会1977年
4） 『埋蔵文化財分布調査報告書－ 四国横断自動車道開設に伴う－』 高知県教育委員会1973年

5）南国市教育委員会による調査 ・報告書は未刊だが，岡本健児氏らによってその内容が紹介されてい

る。

岡本健児 「栄エ田遺跡」『日本の古代遺跡39高 知』 保育社1989年



第2節 確認 調査

昭和57年 のビニールハウス建設に伴う緊急調査の折、縄文土器がまとまって出土 したこと、調査

区全域から縄文～近世にいたる遺物が散布することから、遺跡地の広が りが予想されていた。遺跡

深度 ・遺構の広が りを確かめるため、平成5年2月17日 から3月29日 にかけて確認調査 を実施 した。

全域に2ｍ ×5ｍ を基本とする トレンチを20ヶ所設定、パワーショベル及び人力により表土 を除去

した後、人力による遺構検出作業を行った。

設定 した トレンチの位置は （Fig．1）のとお りである。調査区全域に設定 した20ヶ所の トレンチ

のすべてから遺物が出土 しており、ほとんどの トレンチか ら遺構 も検出されている。今回の道路建

設予定区間全域について発掘調査の必要が生じた。 トレンチのうちTR6か らは、自然流路の一部

が検出され弥生～古代にかけての遺物が確認 されたのだが、図示 し得る遺物はなく、確認調査の成

果 をもって調査 を終了した。それ以外の地点については翌年度に本発掘調査を実施 している。

確認調査で出土 した遺物は、本報告書の中でその詳細について実測図とともに触れることとし、

ここでは概略について述べるにとどめる。

全域にわたる確認調査の結果、遺跡の内容について何点かの貴重な知見が得られた。従来は縄文

の遺物が出土 し （緊急発掘調査 による）、全域 に弥生～近世にわたる広範な時期の遺物が散布 して

いると認識されていた当遺跡について、①縄文遺物集中地点が2ヶ 所あり、特 に遺跡北西端 （TR

4を 中心 とする） には後期～晩期に至る良好な包含層が残されている。②何カ所かの トレンチから

弥生前期末の土器が出土 している。③遺物の量が最 も多 くなるのは弥生後期後半から古墳時代の初

頭にかけての時期で、調査区全域に当該期の遺物が集中する溝が分布 してお り、集落の存在が予想

Fig．1試 掘 卜レンチ位置 図



Tab．1試 掘 トレンチの概要

される。④13世 紀後半の龍泉窯青磁が数点出土、同時期の遺構 も確認 された。-な ど定林寺地区の

歴史解明の手がか りとなる貴重な資料がそろった。量的に少ないが、①～④以外の時期の遺物 も確

認 されている。Fig．1及びTab．1に 成果を簡単にまとめたが、遺跡の時期 ごとの広が りについては、

ある程度の予測が立つ。従来、縄文期の遺跡 として知られていた栄エ田遺跡だが、確認調査の結果

を経て縄文期のみならず、弥生以降近世に至るまで、良好な遺構遺物の検出される遺跡として、一

躍注 目されるに至った。

特に弥生末～古墳時代初頭 にかけての遺物は、他時期を圧倒する量出土 してお り、栄エ田遺跡周

辺は当該期に人口が ピークに達する集落が展開 していたと考えられる。

縄文時代 についても、調査区南東端 （昭和57年 調査地点近辺）からはほとんど出土せずに、遺跡

地の北西から縄文後晩期の遺物がまとまって検出される地点があることが判明 した。

なお、試掘調査で出土 した資料については本報告書中においてまとめて記載する。



Fig．2栄 エ田遺跡周辺 の地形



第Ⅱ章 遺跡周辺の地理的歴史的環境

第1節 地理 的環境

栄エ田遺跡の所在する南国市は、高知平野の中央部、高知市の東隣に位置する人口約4万5千 人

の自治体である。南北25㎞ 、東西8㎞ の南北に細長い地形的特徴 を持つ市で、南は太平洋に面 し北

は四国山地に連なる北部山地へ と続 く。高知市の近郊 として最近徐々に人口が増加 しつつあるが、

元来農村的色彩の強い町村が合併 して出来た市であり、有する人口と比べ都市 ・中心地機能は弱 く、

合併前の町村が各々独 自性を主張 している。南国市で唯一市街地を形成する後免町は近世の新田開

発に伴って成立した町で、昭和30年 代 にトラック輸送が中心になるまでは、河川交通による物資の

集散地であ り、街中に水路が張 り巡らされた様から 「土佐のベニス」 と称されていた。近年、後免

町を中心に都市化が進んだが、西隣の土佐山田町などと比較すると市街地は小さく、都市機能は高

知市に依存する部分が多い。1）

南国市の海岸線は物部川河口か ら浦戸湾に至る砂丘地帯を形成、砂丘及びその後背地は、施設園

芸地帯 となっている。砂丘 自体の持つ温暖性 と先人の努力により、春野町とともに高知県でも最 も

古 くから野菜の促成栽培が盛んに行われた園芸農業先進地の一つである。明治の末に始 まった促成

栽培は、大正期 には油紙を、昭和20年代 にはビニールを利用 したものとなり、さらには重油による

火力加温の施設園芸農業へ と変化 してい く。火力加温を最初に始めたのは南国市十市地区だとされ

るが、この火力加温によってどこで も促成栽培が可能 となったことにより、砂丘の優位性が崩れ、

園芸農業が急速に内陸部へ と広がってい くのである。

Fig．3栄 エ田遺跡位置図



海岸部の北側には高知平野東半部を構成する香長平野が広

が り一大穀倉地帯 を形成する。香長平野は物部川を中心に国

分川 ・下田川などの河川によってつ くられた沖積平野で、ほ

ぼ全域に水田が分布 している。温暖な気候を利用 した日本で

も有数の早場米地帯の一つである。7月 後半～8月 前半にか

けて稲の刈 り取 り作業が平野のあちこちで繰 り広げられ、炎

天下で同時に田植えが行われる。県内各地か ら働 きに来た

人々が、そこかしこの水田で忙 しく動 き回る。このような米

の二期作の光景 も、現在では全 く見 られな くなってしまった。

高知の二期作は昭和10年代 を最盛期 として、農村の労働力の

減少 ・米と園芸作物 との商品価値の差を主な原因として衰退

の一途をたどった。 日本の二期作の北限はここ香長平野、南国市である。北限ではあるが、県内で

最 も盛んな地域であり、昭和40年 代 においても水田面積の三分の一では二期作の作付を行っていた。

しか し、昭和50年 には最盛期の作付面積の9％ （360ha） となり、一貫性のない政府の減反政策の

影響 もあって、今は二期作 自体がな くなってしまった。

この平野の北部には長岡台地が展開する。長岡台地は標高15ｍ ～50ｍの東西に細長 く （幅2㎞ 長

さ8㎞ ）舌状 に延びた古期扇状地である。長岡台地の周縁部は弥生時代以降、開発が進み集落も営

まれたが （東崎遺跡など）、台地上は水の便が悪 く、開発が進んだのは近世になってから、台地上

に舟入川が建設 され水路 としての機能を果たし始めてからのことである。平野部は長岡台地の北側、

南国市北方山地が平野部に没する山麓部に至るまで続いている。北方山地には領石帯、白木谷層群

を含み、石灰石の産出量では県内でも有数の白木谷鉱山がある。

栄エ田遺跡周辺は地質上でみれば黒瀬川構造帯に属 し、蛇紋岩帯を含んでいる。遺跡南東に位置

する岡豊山には石器原料 となる蛇紋岩の露頭が知られている。南側を比江山断層線、北側には領石

層、遺跡周辺は黒瀬川帯、それ故、遺跡地周辺は地山が蛇紋岩風化土層であり、谷筋に流れ込む岩

石にはチャー トが多 く観察される。

遺跡のある岡豊町定林寺地区は南国市の平野部北端に位置 し、南に蒲原山、南東に岡豊山、北に

南国市北部山塊を控え、南を流れる国分川の支流 ・山崎川の扇状地上に遺跡地が形成される。南東

に伸びる尾根及びに南側の山塊に囲まれるという地形的特徴により、古来温暖で住むのには適 した

土地であった。温暖な気候 と高知空港に近いという特性を生か して、現在では花卉の栽培や トマ ト

を中心とする園芸作物の栽培 も盛んな地域である。遺跡の南東約1㎞ の地点に長宗我部氏の居城岡

豊城が、約5㎞ の地点に土佐国衙跡がある。弥生以降の遺跡 も多 く、特に中世においては土佐の中

心 として栄えた地域であるが、長宗我部氏が岡豊城から浦戸城へと城下町の経営を移 した後は静か

な農村地帯としてのたたずまいをみせ、現在 に至る。

Fig．4高 知 県南 国市 （行政 区画 ）



第2節 歴史 的環境

栄エ田遺跡周辺は、高知平野の中でも遺跡密度が高い地点である。地理的環境でも述べたように、

当遺跡は南国市の北方山地が平野部に没する山麓部に位置 し、比江山断層線の北側、ペルム期に形

成 された地層上にある。 この平野部と山麓部の境界は、丘陵上に古墳後期の群集墳、平野部には集

落遺跡など遺跡がいたるところで確認され、弥生以降には高度な土地利用がなされていたことが分

かっている。微視的には、この 「南国市北部、平野 と山麓の境界」について理解すればよいのだが、

遺跡のおかれた位置づけを知るために、高知平野東半部 ・香長平野の状況について簡単にまとめて

おく。

高知平野で最古の人の生活の痕跡は、旧石器時代最終末 （約12,000年 前）高知市高間原古墳出土

の細石核 （マイクロ ・コア）である。残念なが ら、当時 （旧石器時代）の遺跡に伴 うものではなく

遺物のみが確認 されたものだが、旧石器時代の遺物は高知平野周辺ではこの遺物だけである。周辺

に旧石器の遺跡の存在が予想されてお り、今後調査例の増加に伴い発見される可能性は高い。

Tab．2栄 エ田遺跡周辺の遺跡地名表



Fig．5栄 エ田遺 跡周辺 の遺 跡 （S＝1/50,000）

縄文時代 に入って も、県西部と比べ ると遺跡数は極端に少ない。地形の関係 もあるが最大の要因

は遺跡深度にある。近年の大規模調査 とともに沖積平野の表土下数ｍの地点から確認 される縄文期

の遺跡例 （高知市柳田遺跡など）が増 えつつある。従来、高知平野周辺の縄文時代 については断片

的な表採資料 （磨製石斧出土 － 南国市奥谷南 ・奥谷北 ・国分西熊野神社東裏など）が知 られるの

みであった。縄文早期の岩陰遺跡である土佐山田町飼古屋岩陰、物部川河岸段丘上に形成 された香

北町美良布遺跡 （後期 ・晩期） ・土佐山田町林 田シタノジ遺跡 （後期 ・晩期）、仁淀川下流の春野

町西分増井遺跡 （後期）、鏡川の沖積平野に形成された高知市柳 田遺跡 （後期 ・晩期） など近年の

発掘調査によって徐々に縄文時代の状況が明らかにな りつつある。物部川下流の田村遺跡群からも



後期の包含層が確認されている。吉野川上流域本山町松ノ木遺跡の発掘などもあり、高知県中央部

の後期についてはある程度資料 もまとまってきたが、中期以前、晩期の高知平野の状況は全 くわか

らないといっても過言ではない。

縄文か ら弥生への移行期、高知平野は非常に興味深い状況を示す。南国市田村遺跡群からは、弥

生前期初頭の村が検出されている。縄文晩期土器を伴わない最古の遠賀川式土器が確認 された遺跡

の一つ として注 目される。ただ、弥生時代前夜、縄文晩期突帯文土器期の高知平野の様相は、ほと

んど判ってお らず、今後まとまった資料の出土が期待 されている。田村遺跡群は弥生前期から後期

にわたって続 く拠点的集落 と位置付けられる遺跡で、集落は地点を変えつつ連綿 と営まれる。高知

平野の弥生時代の遺跡は前期末 と後期後半の2時 期に画期 （遺跡数が急増）がある。前期前半の遠

賀川式土器が卓越 した段階では田村遺跡 と春野町西分増井遺跡、仁ノ遺跡の3遺 跡 しか知 られてい

ないが、前期末に至って、南国市大篠小学校校庭遺跡遺跡、香我美町下分遠崎遺跡、柳 田遺跡など

周辺部に新たな集落が形成され、南四国の地域色の濃い土器文化を展開するようになる。2番 目の

画期、後期後半に至って集落は長岡台地上に進出する。土佐山田町ヒビノキ遺跡、ヒビノキサウジ

遺跡、南国市金地遺跡、東崎遺跡など、技術上の制約 もあって開発の及んでなかった長岡台地縁辺

部に鉄器の普及 とともに集落が急増 して くる。同時に田村遺跡群では、急速に集落が衰退、その役

割を終えるのである。

古墳時代前期 ・中期の高知平野周辺は集落 ・古墳 ともに実態が分かっていない。弥生末～古墳時

代初頭にかけて、急増 した南四国中央部の人口もその後急減 したのか、遺跡数自体 も極めて少なく

なる。栄エ田遺跡周辺の遺跡が増加 に転 じるのは、古墳時代後期 になってからである。県下最大の

古墳群である舟岩古墳群 はじめ、小蓮古墳群、蒲原山古墳群、長畝古墳群など山地が平野に没する

南国市北部一帯の丘陵に古墳群が形成される。平野部に島状 に形成される独立丘陵にも高間原古墳

群、明見彦山古墳群 などことごとく古墳が築造され、南国市北部は当時の土佐 ・高知平野の中心地

の一つ といった様相 を呈するようになる。ただ し、集落という観点から見 ると現段階では不明な部

分が多 く、今後の発掘資料の蓄積が期待 される。

古代から中世にかけて当遺跡東方1～5㎞ のエリアは、各時期 において高知平野の中心 となった

遺跡を有する地域である。特 に比江廃寺跡 ・土佐国分寺跡 ・土佐国府跡 ・岡豊城跡の各遺跡は、各々

数次～10数次の発掘調査 を経た高知県考古学史においても重要な遺跡であ り、全国的にも注 目され

る内容をもっている。当遺跡周辺 も当然 これらの遺跡の影響下にあったと考えられる。影響を受け

つつも、近現代 にいたるまでしたたかに生 き抜いてきた先人たちの姿がかいまみえる。

この定林寺地区に、第2次 世界大戦末期、本土決戦に備えて土佐湾沿岸部の上陸阻止を目的にし

た守備部隊 （安芸兵団）が設置 された。米軍の上陸に備え、山腹にタコ壺状の穴を掘って備えた守

備部隊。将兵は地区でも有力者のもとに本陣と称 して宿を構え、それ以外の兵は山麓で野営をした

という。地元の人々も、労働の可能なものはこの穴掘 りに狩 り出された。戦後50年 近 くを経た今で

も、当時の記 憶は鮮明である。山麓部にはあちこちにこの時掘 られた穴が口を開けている。今回は、

調査予定地内にこの塹壕はなかったが、今後戦時遺跡 として調査の対象 となる日が来るか もしれな

い。戦争体験 を風化 させないためにも、章の最後に付 け加えてお く。
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第Ⅲ章 調査の概要

第1節 調査の方法

1． 調査区の設定

工事用道路の幅4～6ｍ 、総延長約450ｍ の区間を対象 とする発掘調査である。それ故調査区は

水田 ・畑等地形に即 して、便宜的にしかも細分 して設定することとなった。

まず調査区を道路の走る方向により大 きく3つ に区分、南東から北西 に向かって Ⅰ区 ・Ⅱ区 ・Ⅲ

区とした。調査の進行状況 に即 して Ⅰ→ Ⅲへ と順次命名 したために試掘調査時とは順番が逆 になる。

Ⅰ区は遺跡の東端で南北方向に展開する調査区、Ⅱ区は遺跡の中央部 を東西方向に横断する調査区、

Ⅲ区は遺跡の西端の南北方向の調査区である。これらⅠ～Ⅲの3つ の調査区を各々4～5の 小区に

分け、小区毎に公共座標に即 して4ｍ グリッドを設定 した。

調査予定地は、前年度 まで水田あるいは生姜畑 として利用 されていた。今回の工事は、定林地区

の生活道あるいは農作業用の畦道 を利用 し、その拡幅によって工事用道路 を建設 しようとするもの

である。したがって、設定 した調査区はすべて生活道沿いの農地で、利便性が高い。

なおⅢ区のうちⅢ-1・ Ⅲ-3の2小 区については、設定はしたものの、試掘調査で調査 を終了し

た調査 区 （Ⅲ-1、TR6） 及び図示不可能な小片が若干出土 した調査区 （Ⅲ-3） であったという

う理由から、本報告書ではその地点のみを図示するにとどめる。（Fig．1参照）

Fig．6栄 エ田遺跡調査区位置図



2． 調査の方法

調査区毎に生い茂った雑草を刈 り取った後、確認調査の結果判明している包含層直上まで、重機

により土を剥 ぎ取る。それか ら下は人力によって遺構検出した後、遺構の調査を行 う。遺構及び出

土遺物 については、基本的に1／20の スケールで実測 した後、標高を測量、土層断面図についても

同スケールで実測、記録保存の資料 とした。測量は調査対象地全域をカバーする公共座標に基づ く

4ｍ グリッドを基準に行う。調査区内におけるグリッドの設定は工事用道路建設用の調査区内付設

測量杭を利用、標高についても同様に各小区内へ移設の上、調査に利用 した。

第2節 調 査の概 要

調査区を全体に12の小区に区分 して調査を進めたのだが、大別すると3つ のまとまりに分けるこ

とがで き、Ⅰ・Ⅱ ・Ⅲの調査区がそれに相当する。Ⅰ区は遺跡地南東に位置 し、南北方向に約120ｍ

の調査区、Ⅱ区は遺跡中央部 を東西方向に横断する約160ｍ の調査区、Ⅲ区は遺跡北西 に位置する

南北方向約120ｍ の調査 区である。小区ごとに遺跡の内容は大 きく異 なる。ここでは、 Ⅰ～Ⅲの調

査区の単位ごとに遺跡の内容を大まかにまとめた上で、小区ごとの基本層序についての報告を行う。

遺構 ・遺物についての詳細に関 しては後章に記載を譲ることとする。

1． Ⅰ区の概要及び基本層序

（1）概要

調査対象地の東端に位置する1区

は、調査前にはすべて水田として利

用 されていた。地表面の標高は9～

10ｍ、耕作土除去後の地形は東か ら

西方向に向かって若干傾斜 した地点

が多 く、落ち口に包含層を形成、弥

生時代から古代にかけての遺物が確

認 されている。特に弥生後期末の遺

物が多 く、 Ⅰ-2区 では弥生後期末

に堆積 したと想定される良好な包含

層 （Ⅴ層） も認められた。同層中よ

り弥生前期末の遺物 も一定量出土 し

てお り、栄エ田遺跡に前期末の段階

で集落が進出していた傍証 として重

要である。

幅3ｍ の調査区という地形的な制

約か住居址あるいは建物跡 と特定で

きる遺構は確認できなかった。 Ⅰ区 Fig．7Ⅰ 区調査区全体 図



全域で12条 の溝状遺構が検出されている。古墳時代前期、高知平野の編年で古式土師器 Ⅲ期に相当

する遺物が出土 した Ⅰ-3区SD-8な ど良好な遺構 も認められるが、遺構形成の時期の特定できな

いものも多い。遺物の出土状況から判断して、今回の調査地点の東側一帯の舌状 に張 り出した微高

地に、弥生～中世にかけての集落が広がってお り、 Ⅰ区はその集落の縁辺部に位置するものとみら

れる。

縄 文 時 代

Ⅰ-2区 から、小破片だが縄文後期の土器 （北白川上層 Ⅲ式併行-中葉）が出土 している。昭和57

年の調査地点に接する部分であ り、遺構の存在なども予想 されたのだが、今回は遺物 自体 もほとん

どない状況で調査を終えることとなった。縄文時代の遺物は1点 のみである。

弥 生 時 代

前期末 ・中期末 ・後期後半の遺物が確認 されている。前期末の分村により、栄エ田遺跡周辺に進

出した人々は、居住域を移動 しながら後期後半にいたって集落の規模 を拡大 したのか。包含層中か

ら出土する遺物は約1,500点 と、後期後半になって急増する。弥生中期の遺物 として Ⅰ-1区 から完

形のサヌカイ ト製石槍が出土 している。高地性集落が急増する弥生中期末～後期初頭の高知平野を

象徴する遺物である。

古 墳 時 代

古式土師器 Ⅱ期の甕 ・高坏を出土する溝を確認 したが、それ以外に遺物は、ほとんど出土 してい

ない。

古 代

8世 紀～9世 紀にかけての須恵器が出土 しているが、小破片を含めても30点程で、この時期の様

相は明確でない。8世 紀後半の円面硯が1点 出土 しており、注 目される。

（2）基本層序

耕作土 （灰褐色粘土）→床土 （黄褐色土）→旧耕作土 （暗褐色粘土）→古代包含層 （褐色～暗褐

色土）→弥生包含層 （黒褐色～黒色土）→地山 （蛇紋岩風化土）の堆積状況を示す。地点により若

干の差はあるが Ⅰ区を通 じて基本的に同じ堆積状況である。調査区は広義の谷の出口にあたり、侵

食 を受けた部分の堆積が若干複雑になっているが、基本的には同じような状況を示 していると思わ

れる。



Fig．8Ⅰ-1～3区 調 査 区 セ ク シ ョン



Fig．9Ⅰ-4・5調 査 区 セ ク シ ョン

2． Ⅱ区の概要及び基本層序

（1）概要

Ⅱ区は栄エ田遺跡北端を東西方向に横断する調査区である。東半は標高9～11ｍ 前後、西半は標

高12～13ｍ 前後で、北西方向から南東方向に向かって緩やかに傾斜 している。Ⅱ区の溝状遺構はこ

の北西→南東あるいは北→南の地形上の傾斜 に制約 されてお り、おおむねこの傾斜に沿って流れて

いる。

Ⅱ-1区 は東側谷の最深部 にあた り、溝状遺構及び自然流路の痕跡が確認 される。 Ⅱ-1～3区 の

遺構は溝が中心で、住居 と断定可能な遺構は認め られない。 Ⅱ-4～5区 は溝 も検出されたが、同

時に多数の柱穴 ・土坑 も確認 された。古代～近世の何時期かに渡って生活が営まれたものと考えら

れる。Ⅱ-4区 で晩期縄文土器 （晩期終末、刻目突帯文土器）が1点 と石斧2点 が確認 された以外は、

弥生～近世の遺物である。調査小区ごとに出土遺物 も変化 しており、時期ごとの居住領域の移動が

予想される。Ⅱ-5区 から鎌倉時代の溝が確認されている。

縄 文 時 代

Ⅱ-4区 から晩期末の刻目突帯文土器小片が1点 と磨製石斧が2点 確認 されている。それ以外 に

遺物は出土 していない。



弥 生 時 代

前期末 ・中期末 ～後 期初頭 ・後期後半 の遺物が確認 され た。前期末 の遺 物 は、 Ⅱ-4区 では弥生

前期末 の土器 が まとまって出土 した。 （実測遺物22点 ）逆L字 状 口縁 の瀬戸 内の土器 もあ り、高 知

平 野の前期末 の特徴 的 な土器組成 を示 している。 Ⅱ-1区 のSD-13・14に は弥 生後 期初頭 か ら後期

後 半 にかけての遺物 が、 Ⅱ-3区 のSD17～19に は弥生後期後半 ～古墳初 頭の遺物が まとまって出土

してお り、弥生集 落の中心 が東→西へ と移動 した可 能性 が考 え られ る。後期 の遺物 は Ⅱ区東 半 に集

中 してい る。

古 墳 時 代

古墳 時代初頭 の溝 （Ⅱ-3区SD-17～19） が検 出 された。 Ⅱ-1区 か らは6世 紀代 の須恵器 も出

土 している。古墳 時代初頭 （ヒビノキ Ⅲ式） を除 くと遺物 はほ とん ど確認 されていない。

古代 ～近世

Ⅱ-4区 ・Ⅱ-5区 が中心 となる。柱穴約180基 が検 出 され、何 時期か に渡 る生 活面が予想 される

ものの、出土遺物 が少 な く、実態 を十分 に把握す る ことがで きなかった。8世 紀 、10～11世 紀 、12

～13世 紀 、13世 紀 、14世 紀、17～18世 紀 の各時期 の資料 が断片 的ではあるが出土 している。確認 さ

Fig．10Ⅱ 区調査 区全体 図



れた遺物は、土師器 ・須恵器 ・東播系須恵器 ・白磁 ・同安窯青磁 ・龍泉窯青磁 ・瓦器 ・瓦質土器 ・

常滑 ・備前 ・肥前系陶器 ・肥前系陶胎染付 ・伊万里 ・土錘など多岐にわたる。

（2）基本層序

地点ごとに堆積状況が大 きく異なっている。1～5の 小区ごとの図面を提示する。地山の標高に

対応 して堆積する土の厚さに差が生 じている。西 （Ⅱ-5） が薄 く、東へ行 くほど厚い堆積がみ られ、

Ⅱ-Ⅰ区が遺跡東側の最深部 を形成する。 Ⅰ区の東側に舌状 に張 り出 した微高地が存在するが、そ

れに対応するようにⅡ-5～4区 にかけても、舌状に張 り出した微高地の先端を形成する。

Fig．11Ⅱ-1・2区 調 査 区 セ ク シ ョン



Fig．12Ⅱ-3～5区 調 査 区 セ ク シ ョ ン



3． Ⅲ区の概要及 び基本層序

（1）概要

遺跡地北東端 の調査 区が Ⅲ

区である。生姜畑 として利用

され て お り、調 査 区 の20～

30ｍ 西側 を現在 の谷川 が流 れ

ている。調査 区の東側 が尾根

の先端部 にあた り、生姜畑 の

標高 と比較す る と2ｍ ほ ど高

くなっている。Ⅲ-1区 ・Ⅲ-

3区 については遺物細片が 出

土 したのみだが、 Ⅲ-2・ Ⅲ-

4区 か ら自然流路 に伴 う縄文

後期 ・晩期 の遺物が まとまっ

て 出土 してい る。 またⅢ-2

区か らは弥生後期 の溝、古代

～ 中世 の遺構 面 が検 出 され

た。

Fig．13Ⅲ 区調査区全体 図

縄 文 時 代

出土 した縄文土器破片数の

合計は5,450点 に達 し、小破

片が多いものの高知平野の縄

文後晩期の空白を埋める貴重な資料を得ることができた。流路の下層からアカホヤ （約6,400年 前）

の堆積が確認 され、その上部には土壌化 したアカホヤの2次 堆積土 （黒色土）が認められた。縄文

土器はこの黒色土から上に堆積 した層中に含まれる。流路及び縄文包含層は大別 して8層 に分層さ

れ、これをJ-Ⅰ ～J-Ⅷ 層 として遺物の取 り上げを行った。遺物 を含む最下層 （J-Ⅷ層）か ら後

期初頭の中津式土器が出土 している。流路はJ-Ⅲ ～J-Ⅶ 層で、縄文後期土器を含む。流路上層の

包含層はJ-Ⅰ ～J-Ⅱ 層にあたり、後期晩期の広範な時期の遺物を含むが、最 も新 しい遺物は晩期

終末 ・刻 目突帯文土器期の遺物であり、縄文晩期終末に形成された包含層であると判断される。

縄文後期の土器は、初頭か ら後半にわたる資料がみ られ、少量なが ら従来南四国中央部で確認さ

れていなかった後期後半の伊吹町式を含む。また晩期土器 も同様に、少量だが前半 ・中葉 （3時期）

・後半の5時 期に細分できた。200㎡ 程 と狭い範囲に、後期初頭から晩期終末に至る長期 に、断続

的に生活が営まれたのであろう。なお、小片2点 だが前期初頭の羽島下層式土器 も出土 している。

今回の調査で特筆されるのは、縄文の包含層中より、合計27点 の蛇紋岩製磨製石斧及び未製品が

出土 したことである。その多 くが伐採斧であ り、完形品は全 く含 まれず刃部あるいは基部の一部の

みの残存品であった。これ らの石斧が確認されたのは川岸に当たる包含層中である。破損 した石斧



が使用に耐えられなくなったため、一定の場所に廃棄され、廃棄された原位置からさほどの移動を

みずに出土 した可能性が強い。出土 した包含層は後期晩期の遺物が混在 してお り、これらの磨製石

斧の正確な時期は特定できない。形態か ら時期の特定が可能か どうか、今後の検討課題である。

流路内あるいは包含層 中より、何点かの獣骨が出土 している。細片 もあり、種類の特定で きない

もの もあるが、イノシシ ・シカの骨があることは確認で きた。特に並んで出土 したイノシシの歯か

ら、それが2才 半の成獣のものであると断定できたのは大 きな成果であった。骨は火をうけている。

イノシシあるいシカは流路の川岸近辺で解体 され、縄文人の食卓に供されたものであろう。

弥 生 時 代

Ⅲ-2区 の弥生の溝状遺構からは弥生終末のヒビノキⅡ式か らヒビノキⅢ式への移行期 にあたる

資料がまとまって出土 した。甕が大半を占め、壺 ・鉢が確認されている。壺は2重 口縁の壺が確認

されるものの、口縁 に加飾のある資料は少ない。また高知平野の西分増井遺跡、東崎遺跡などで、

この時期に多 く確認 される他地域の搬入土器は認められなかった。 Ⅰ・Ⅱ区同様、弥生後期末の集

落については、その本体である住居址 に当たらず周縁部 に位置すると見 られる溝及び包含層の確認

にとどまった。

古代～中世

遺構から11世紀後半の一括資料が出土 している。楠葉型瓦器椀 と土師器 ・須恵器 ・布 目瓦が共伴

してお り、11世紀後半の土佐の状況 を示す資料 として重要である。楠葉型瓦器椀は Ⅰ期の資料であ

り、高知県内では初めての例であ り、西 日本でも古代官衙あるいはそれに準ずる遺跡などのみから

出土する遺物である。栄エ田遺跡の性格を示す資料 として注 目される。



（2）基本層序

Ⅲ-2区 ・Ⅲ-4区 とも自然流路の落ち際 （川岸）に位置する。現在の谷の位置は当時 と比べると

20ｍ以上も西側 に移動 している。当時の流路の堆積 とその下層の火山灰 （アカホヤ）関連堆積物、

その上方に形成された包含層が相俟 って複雑な堆積状況を示 している。

ここではⅢ-2区 ・Ⅲ-4区 各々一地点ずつの代表的な土層堆積状況図を提示する。

Fig．14Ⅲ-2・4区 調 査 区 セ ク シ ョン



第Ⅳ章 調査の成果

第1節 縄 文 時 代 の 遺 構 と遺 物

縄文時代 の生活 の痕跡 は Ⅰ-2・ Ⅱ-4・ Ⅲ

-2・ Ⅲ-4の 各調査 小 区 か ら確 認 されて い

る。確 認 された遺物 の ほ とん どが、 Ⅲ-2区

に集 中 してお り、 それ以外 の調査 区では、少

量 が弥生時代以 降の包含層 や流路 か ら検 出 さ

れた ものである。 はっ きりとした遺構 は、 ほ

とん どなかったが、縄文期 に埋積 した流路 と

上面 の包含層 か らは、縄文前期 ～晩期 にわた

る遺物 が混在 する状態 で出土 している。特 に

後期 ・晩期 の資料 は多 くの時期 （12時期以上）

が確認 されてお り、高知平野 の従来 の空 白 を

埋 め る資料 を含 んでいる。

Ⅲ-2区 の調査 で は、調査 区 を公共 座標 に

即 して4ｍ グ リ ッ ドに設 定、 さ らに北 半 を

1ｍ グリッ ドとし、縄文土器 の地点別 出土状

況 を確 認 した。 また、下層 の堆積状況確認 の

ため、試掘 トレンチ とは別 にTR-A～Jの

トレンチ を設定、土層確認 のためバ ンクを数

カ所残 しなが らの調査 とな った。 グリッ ド及

び トレ ンチ ・バ ンクの位 置 はFig．15・18の

とお りであ る。

Fig．15Ⅲ-2区 グ リッ ド位 置 図
1． 遺 構

縄文時代の遺構 としてはⅢ-2区 か ら縄文

時代後期から晩期 にかけて埋積 したと考えられる自然流路 （谷川-SR1） と、縄文晩期の包含層上

に形成されたピット、土壙が確認 されている。

（1）自然流路 （谷川）SR-1

Ⅲ-2区 の調査区北端か ら南端 にかけて、南北方向に長 さ約15ｍ ほどにわたって検出された。古

代以降に堆積 したとみられる流路 （SR-8） によって、その南半の一部は削 り取 られているものの、

縄文時代の谷川 （SR-1） は埋積時の姿を極めてよくとどめている。調査区の関係上、東岸のみの

検出となったが、今回確認できた流路の最深部 は地表下3ｍ に達する。

流路の最下層にはアカホヤとみられる幅5㎝ ほどの、火山ガラスを含む層が確認 された。その上

層にはアカホヤが土壌化 した後の2次 堆積 とみられるガラス質を含む黒色土が谷全域 を覆 うように



厚 さ30～100㎝ で堆積 してい る。 この黒色土 をJ-Ⅷ 層 、その上層 に部分的 に存在 す る粘土層 をJ-

Ⅶ ・Ⅵ層、SR-1が 谷 川 と して機 能 していた ことを示 す礫 を含 む層 をJ-Ⅴ ～Ⅲ層、谷川が Ⅲ-2区

の範 囲で機 能 を終 えた後全域 に堆積 した包含層 （黒褐 色土） をJ-Ⅰ ・Ⅱ層 として調査 を行 った。

（J-Ⅰ 層 の上面 には現在 の耕作 土 に至 る まで7層 に分層 可能な堆積が み られ る。）

Fig．16SR-1平 面図及び堆積状況



（2）縄文時代の包含層上に形成 された遺構 （P-1～10、SK-1～2）

縄文時代の自然流路が埋 まった後形成 された包含層 （J-Ⅱ層） を掘 り込んで形成された遺構で

ある。遺構 中か らはJ-Ⅰ 層 に含まれていたであろう縄文のある小破片 （後期）あるいは晩期の浅

鉢の小破片などが確認 されているが、遺構の形成時期は縄文時代晩期であ り、J-Ⅰ 層 に含まれて

いる遺物から考えて晩期終末である可能性が強い。

遺構から出土 した遺物は包含層に含まれていた土器小片以外に獣骨の小片が確認 されている。イ

ノシシ ・シカなどの獣骨で、骨の部位や年齢が特定可能な大 きさのものは遺構からは出土 していな

い。包含層中から出土 した獣骨にイノシシの2歳 半になる個体の歯が確認 されている。遺構の性格

は特定できなかったが、 自然流路 （谷川）の川岸近 くで、食料 となる獣類 を解体 した可能性 も考え

られる。

SK-1

最大径60㎝ 、最小径40㎝ の隋円形を示す。浅い皿状の土壙で深 さ8㎝ 。縄文後晩器土器小片を含

む。

SK-2

最大径120㎝ 、最小径40㎝ の不整円形を示す。浅い皿状の土壙で深 さ10㎝。縄文後実測番号土器

の小片 を含 む。埋土はJ-Ⅰ 層 とほぼ同じ黒褐色粘土だが、小礫 をほ とんど含 まない。被熱 した獣

骨片が確認 された。小破片だったために、骨の部位 ・種類は特定できなかった。

P-1～9

直径12～20㎝ の小 ピットで、深さ5㎝ ～20㎝ と残存状況は良好ではない。埋土はJ-Ⅰ 層 と同じ、

黒褐色粘土だが小礫は含まない。各 ピットの平面形、径、深さ等はFig．17に示 した。



Fig．17縄 文 時 代 遺 構 平 面 ・エ レベ ー シ ョ ン （P-1～10・SK-1・2）



Fig．18Ⅲ-2区 バ ンク及び 卜レンチ位 置図



2． 遺物

縄文時代 の遺物 としては、 Ⅰ-2区 か ら縄文土器1点 、 Ⅱ-4区 か ら縄 文土器1点 、 Ⅲ-2区 か ら

縄 文土器5,450点 と石器220点 、 Ⅲ-4区 か ら縄文土 器20点 ほ どが 出土 して いる。 その中で、図示 し

得 る土器332点 と石 器95点 につい ては図版 に示 した。 （実測 図Fig．28～70、 観 察表Tab．3～14） 確

実 に遺構 に伴 う もの はな く、包含層 お よび 自然流路 か らの出土 が大多数 を占める。土器 につい ては、

形態か ら時期 が特 定可能 なもの は時期 ご とに分類 し、時系列 にそ って提示 した。縄文前期 ・中期 ・

後期 ・晩期 の各時期 の土器 が確 認 されたが、前期土器 は前期初頭の羽島下層式併行の土器が2点 、

中期 土器 は中期 の可能性 があ る土器が1点 確 認 され たのみで、それ以外の土器 は後期 ・晩期 に属 す

る。

またⅢ-2区 か らは、被 熱 した獣 骨小片が粘 土層 中 よ り出

土 してい る。

（1）縄 文土器

A． 前期土器 （Fig．19-1・2）

羽 島下層 式 とみ られ る土器 の 口縁 部小片 が2点 確 認 され

た。

B． 中期土器 （Fig．19-3）

胴部 の破片 だが、施文縄文 が羽状 になる とい う特徴 によ り、

中期 の土器 として分類 した。中期初頭 か ら前半 に位置付 け ら

れる可 能性 があるが詳細 は不 明。

Fig．19縄 文土器 （前期 ・中期 ）

C． 後期土器 （Fig．21～Fig．32）

後期 晩期 の土器が包含層 中で混在 するため、後期土器 としての正確 な点数 は把握 で きない。後期

・晩期 と分類可能 な遺物 につい てのみ見 れ ば、後期土器 は全体 の約65％ を占め る。 Ⅲ-2区 の包含

層 中 に3,500点 ほ どの縄文後期 土器が含 まれていた と推定 される。後期 土器 を1～8類 に分類、各

類 ごとに さらにa～hに 細分 した。 出土遺物 の提示 に際 して、 出土層位 ・出土地点 に よる順番 では

な く、 この分類 に基づ く順番 で整理 を行 った。

（後期土器分類基準 ）

後期土器 を分類す る基準 として、時期 を優先 させ、 それか ら形態 による分類 を行 った。

1類 土器 （Fig．21-4～27） 後期初頭の土器であ る。 （初頭～前葉 にか けての可能性 もあ る）

a．2本1単 位 の沈線で文様 を施 し、沈線 間に貝殻腹縁 による擬縄 文 を有す る もの。胴部の

破片 （4～6） と口縁部 （7） があ り、 口縁部が残 る もの には棒状 原体 による刻み 目を施

す。

b． 縄文施文後、沈線で文様 を施す もの。沈線 は浅いが、沈線脇 の土手が残 る。 （8）

c． 波頂部が肥厚す る もの。縄 文の ない もの （10・C1類 ） と縄 文地 に短沈線 と横位 の沈線

を組み合 わせて施文す る もの （11・C2類 ） があ る。C2の 波頂部 は沈線 を環状 にめ ぐら

せ る。



d． 沈線 に よる区画文 を もつ。 （12～19） 口縁部 が残 る もの （19）は波状 口縁 で、口唇 にヘ

ラ状 原体 による刻 目を有す る。

e． 条痕地 に沈 線 による文様 を施す もの。 （20～27） 山形 の沈線 文 を持つ もの （e1類 ） と

沈線 を強 く施文、内面 もわずか に盛 り上が る もの （e2類 ）があ る。いずれ も沈線脇の土

手 を残 し、調整 は内面がナデ、外 面条痕。

2類 土器 （Fig．22-28～41） 後期前半 の土器 。

a．2本 沈線 による磨消縄 文。擬縄 文 （28-a1類 ） と縄 文 （29～38-a2類 ） があ り、縄 文

原体 はRLが 多 い。

b．3本 沈線 による

磨 消 縄 文 。 （39・

40）

3類 土 器 （Fig．23-42～

47） 後期前 葉～中

葉 に か け て の 土

器 。 （瀬戸 内系）

a． 口縁部 は内面 が

肥厚 し、 口唇 は内

傾 する面 をなす。

（42・43）

b． 口縁部 はわず か

に肥厚 し、内外面

に縄文帯 をもつ。

内面縄文帯下 に1

条 の沈線 をめ ぐら

せ る。 （44）

c． 口縁部 内外面 に

縄 文 施 文。 （45～

47）

4類 土 器 （Fig．24-48～

54） 後期前半 ～中

葉 に か け て の 土

器。 （九州系）

a．3本 沈線の磨消

縄文。 （48・49）

b．2本 沈線の磨消

縄文。 （50・51） Fig．20Ⅲ-2区J-Ⅰ 層縄 文土器 出土状況



c． 波状 口縁 の鉢 で、外面 に沈線 で文様施 文。 （52）

d． 口縁 が くの字状 に屈 曲する鉢 。横方 向の強 いナデに より、口縁 下外 面 に1条 、屈 曲部 （頸

部） に2条 の沈線 を持 つ。 （53・54）

5類 土器 （Fig．25-55～60） 後期 中葉 の土器 。 （彦崎K-2式 土器）

a． 口縁 はわずか に肥厚 す る。外 面 に幅6㎜ の縄 文帯 をもつ。 （55～58）

b． 口縁 はわずか に肥厚 し、内面 に1条 の沈線 をめ ぐらせ る。 口唇 内外 面 に縄文施文 。 （59

・60）

6類 土器 （Fig．26～27-61～125） 後期 中葉 の土器。 （片粕式土器）

a． 口縁部外面 に縄文帯 を持 ち、頸部無文 で胴部 以下 に縄文 を施文 する。 （61～100）a1類

（61～67） は口縁 はわず かに外反気 味だが直線 的 に立 ち上 が る。 口縁外 面の縄 文帯 は幅6

～10㎜ 、頸部 は無文 で胴部以下 に縄文施文 。内面 、頸部外面 はナデで仕 上げ る。縄文 はR

L。 これに対 してa2類 （68～72） は外 反する口縁 を持 つ。a1類 と較べ る と外反 の度合

いが強 く器壁 は薄 い。内面、頸部外 面 は磨 きあ るい は丁寧 なナデで仕上げ る。68に は径6㎜

の補修孔 を もつ。 （73～100は 胴部 ・頸 ～胴部 の小破片）

b． 口縁 内面 にLR、 外面 にRLの 縄文 を施文 、内面 に短沈線 を配 する。 （101～106）

c．3本 沈線 に よる磨消縄文 。波状 口縁 。 （107）

d．2本 沈線 に よる磨消縄 文。 （108～110）109・110は 頸部 の屈 曲部上下 に沈線 を配 し沈線

間に縄文 を施文す る。

e． 口縁外反気味、 口唇 に5㎜ 幅 の縄文帯 を持 ち頸部無文。胴部 に も縄文 を施文す る。頸部

と胴部 の間に一条 の沈線 を有す る。 （111）

f． 口縁部外面 を肥厚 させ肥厚部 に縄文施文。肥厚部下 に一条 の沈線 を有す る。 （112）

g． 外面 に2本 あるいは3本 を1単 位 とす る平行線 に よる文様 を施す。 （113）

h． 口縁 を肥厚 させ外面 は縄文地 に沈線 で文様 を施す。口唇 は面 をな し縄文施文。（114～125）

Tab．3Ⅲ-2区 層別 出土遺物 （縄文土器 ）



Fig．21縄 文土器後期1（ 後期初頭－1類 ）



Fig．22縄 文土器後期2（ 後期前半 －2類 ）

Fig．23縄 文土器後期3（ 後期前半－3類 ）



Fig．24縄 文土器後 期4（ 後 期前半 －4類 ）

Fig．25縄 文土器後期5（ 後期 中葉 －5類 ）



Fig．26縄 文土器後期6（ 後期 中葉 －6類1）



Fig．27縄 文土器後期7（ 後期中葉－6類2）



Fig．28縄 文土器後 期8（ 後 期中葉－7類 ） Fig．29縄 文土器後期9（ 後期後半 －8類 ）

Fig．30縄 文土器後期10（ その他 ）

Fig．31縄 文土器後期11

（Ⅰ-2区 出土遺物 ）

7類 土器 （Fig．28-126～128） 後期 後半の土器。 （元住 吉山 Ⅰ式土器）

外面 に凹線 を持つ土器。 凹線 間に刻 目を有す る。

8類 土器 （Fig．29-129） 後期後 半の土器。 （伊 吹町式土器）

波状 口縁 で、外面 に2本1単 位の沈線で区画 され た文様 を持つ。沈線 間に縄文施文。 くびれ部

上 の沈線 に刺突文。

なお、所属時期不 明の1～8類 に分類 で きない土器 もあ り、1～8類 以外の土器 （Fig．30-130

～134） として一括 して扱 った。133は 注 口土器の注 口部の小破 片であ る。

またFig．31-135は Ⅰ-2区 出土 の北 白川上層 Ⅲ式併行 の土器で ある。

時期 は不 明だが、後期 に堆積 した とみ られるJ-Ⅴ 層 出土 の土器 に 「丁寧 なナ デあるいは磨 きに

より仕上 げる」深鉢があ る。 これ を後期深 鉢 として後期 に分類 して提 示す る。

（出土状況 ）

後期土器 は包含層 ・流路中か らの 出土であ り、遺構 出土の もの は弥生後期 の溝 など他 時期 の遺構

へ の混入 があ るのみで、後期 に形成 された遺構 は確認 で きなか った。J-Ⅰ ～ Ⅲ層で は後期 晩期 が

混在す るが、J-Ⅴ 層 は後期土器 のみが 出土 （後期1類 ～6類 ）す る層 であ り、遺物包含最下層 の

J-Ⅷ 層 か らは後期1類e（ 条痕地 に沈線、沈線脇 の土 手あ り）の みが 出土 す るとい う状況が確認

された。



Fig．32縄 文土器後期12（ 深鉢 ）



D． 晩期 土器

浅鉢 と深鉢 が確認 されてい る。浅鉢 を1～5類 、深鉢 を1～2類 に分類 した。器種 ごとに同 じ時

期 だ と考 え られる土器 をまとめ、その中で細分 す る。

（晩期土器分類基準 ）

浅鉢1類 （Fig．33-142～148） 晩期前半 。

1類a-口 縁 は強 く屈 曲 して上 方へ 立ち上が り、外 面 に1条 の沈線 を有す る。 （142～145）

1類b-口 縁 は屈 曲 して外上方へ 開 き気 味 に立ち上が る。外 面 に1条 の沈線 。 （146・147）

1類c-口 縁 は強 く屈 曲 して立 ち上 が り、内面 に沈線 を有す る。 （148）

浅鉢2類 （Fig．33-149～158） 晩期 中葉 。

2類a-強 く2段 に屈 曲する口縁 を持 つ もの。 （149）

2類b-口 縁下 で一旦屈 曲 した後 、大 き く開いて 口唇 に至 る。内面 に沈線 な し。 （b1-150） 内面

に沈線 あ り。 （b2-151）

2類c-口 縁 は大 き く開いてわずかに外反気 味 に口唇 に至 る。内面 に沈線 あ り。 （152～158）

2類d-大 き く開 く口縁 。口唇 が肥厚 する。 （157・158）

浅鉢3類 （Fig．33・34-159～170） 晩期 中葉。

3類a-強 く2段 に屈 曲する口縁 を持 つ もの。2類aと 較べ 、屈 曲が強 く口径大 。159～161

3類b-わ ずかに外反気味 に大 き く開 く口縁 。162～165

3類c-口 縁部 内面 に1条 の沈線 を持 つ。

3類d-胴 部が くの字状 に屈 曲、 さらに口縁下 で逆 に屈 曲 して肥厚す る口縁 に至 る。

3類d-胴 部が くの字状 に屈 曲、 くびれ部上 に1条 の沈線 を持 つ。

浅鉢4類 （Fig．35-171～186） 晩期 中葉。

4類a-丸 み を帯 びた胴部 か ら口縁 は強 く屈 曲 して短 く立 ち上が る。 口唇 内面 が肥厚 す る。 （171

～174・179）174は リボ ン状突起。

4類b-大 きく開いた 口縁 で、内面が肥厚 す る。 （175～178・180・183・184） 内面 の肥厚 がわず

かな もの （b1-175） 、 はっ きりと肥厚す る もの （b2-176～8） 、肥厚部が稜 を成す程明瞭 な もの

（b3-180） 、肥厚部が Ｔ字状 を呈す る もの （b4-183・184） に分 かれる。

4類c-口 縁 は2段 に強 く屈 曲す る。

4類d-口 唇 にヘ ラ状原体 による刻 目を有 す。 口縁 部外面 に段部 を形 成、 内面 に1条 の突帯 をめ

ぐらす 。 （182）

浅鉢5類 （Fig．36-187～200） 晩期 後半。

5類a-逆 くの字状浅鉢 の口縁部。 （187～192） 強 く屈 曲 し内面 に一条の沈線 をめ ぐらす もの （a

1-187） 、わずか に折 り曲げ外面 が肥厚す る もの （a2-188～190） 、 口唇 が丸 み を帯 びて肥厚す る

もの （a3-191・192） が ある。

5類b-直 線的 に開い て立 ち上が り、稜 をなす 口縁 に至 る。 （193・194）

5類c-逆 くの字状 に屈 曲す る胴部。屈 曲部 は段 を形成す る。 （195～197）

5類d-逆 くの字状 に強 く屈 曲す る胴部。 （198・199）

5類e-口 縁 は内湾気味 に開いて立 ち上が る。ボール状 の浅鉢。



Fig．33縄 文土器晩期1（ 晩期浅鉢1類142～148、2類149～158、3類159・160）



Fig．34縄 文土器 晩期2（ 晩期浅鉢3類 ）



Fig．35縄 文土器 晩期3（ 晩期浅鉢4類 ）



Fig．36縄 文土器 晩期4（ 晩期浅鉢5類 ）



深鉢1類 （Fig．37-201～207） 晩期 中葉。

1類a－ 口縁 に鰭状突起 を持 つ深鉢 で平縁 の もの。 （201～203） 突 起部 内面 に爪 型の圧 痕が残 る

もの （201）や突起部貼付時 の圧痕が観察 で きる ものが ある。 （203）

1類b－ 口縁 に突起部 を持 ち、 口唇 にヘ ラ状原体 に よる刻 目を持 つ もの。 （204）

1類c－ 口縁 に粘土塊 を上方か ら押圧 に より貼付 した形状 の突起部 を持 つ。 （205・206）

1類d－ 口縁 に鰭状突起 を持 ち、 口縁 は波状 を呈す る もの。 （207）

Fig．37縄 文土器晩期5（ 晩期深鉢1類 ）



深鉢2類 （Fig．38-208～219） 晩期後半。

2類a－ 口縁外面 に刻 目突帯 を もち、 口唇 に突帯 と同一原体 （ヘ ラ状原体）刻み 目を施す もの。

（208～216・218・219）

2類b－ 口縁外面 に刻 目突帯 を もち、 口唇 に貝殻腹縁 に よる刻 み 目を施す もの。 （217）

なお、217は Ⅱ-4区 出土、218・219は Ⅲ-4区 出土土器で、そ れ以外 はⅢ-2区 出土土器 である。

Fig．38縄 文土器 晩期6（ 晩期深鉢2類 ）



E． 粗製深鉢 （後期 ・晩期）

包含層 出土 の小 破片が多 くを占め る。後期 あるい は晩期 に属す る もの と考 え られる。 （少 量だが

前期 中期 の深鉢 も混入す る可 能性 があ る。） 出土層位 での分類 ・時期特 定が困難 なため、 口縁 部の

刻 目の有無 と形態 による分類 を行 った。

口唇 に刻 目を持 つ もの を1類 、持 たない もの を2類 とし、1類 の 中で も施文原体の違い によ り、

ヘ ラ状の原体 による もの を1類a（220～232） 、指頭等の押圧 による もの を1類b（233～235） 、貝

殻腹縁 による もの を1類c（236～256） と した。貝殻腹縁 よる口唇の刻 目は縄 文後期 にはほ とん ど

例が な く、1類cは 下層 か らの出土 も見 られ ない こ とか ら晩期の土器であ る可能性が高い。

2類 につ いては口唇形状 の違 いで、a-丸 み を帯びた もの （257～276）、b－ 口唇 が面 をなす もの

（277～283）、c－ 口唇が面 をな し若干外 方へ拡 張す るもの （284・285） に細 分 した。

F． 底部

平底 ・上 げ底気 味 ・上げ底 ・高台状 を呈す る、 とい った底面の形状 の違い と、直線 的 ・くびれ る

・大 き く開 くとい った底部 か ら体 部へ の立ち上が り方の違いで分類 した。

1類 は平底の底 部で、底径 の違い によ り10㎝ 以内 （1類a） と10㎝ 以上 （1類b） に分 け る。2

類 は上げ底気 味の底 部。3類 は上 げ底 で、円柱状 の底部 で体部 が一旦 くびれ内湾気 味 に立ち上が る

もの （3類a） と底 面か らその まま内湾 して立 ち上 がる もの （3類b） に分類 した。4類 は高台状

の底 部で、極 端 に高台が高 く他 の土器 と異 な る形態 の もの1点 のみ を4類bと し、それ以外 は4類

aと す る。5類 は上げ底気 味の底部 か ら大 き く開 く体部 を有 する土器 で、鉢 あるいは浅鉢 の底部 で

あ る。

多分 に便宜 的な分類 で、器種 の弁別 も十分 で きず 、5類 を鉢 とした以外 は深鉢 に したのだが、そ

の中 に一定量 の鉢 あるいは浅鉢 が含 まれる もの と考 える。



Fig．39縄 文土器 粗製深鉢1（1類a）



Fig．40縄 文 土 器 粗 製 深 鉢2（1類a231・232、1類b233～235、1類c236～244）



Fig．41縄 文土器 粗製深鉢3（1類c）



Fig．42縄 文土器 粗製深鉢4（2類a）



Fig．43縄 文土器 粗製深鉢5（2類a273～276、2類b277～279）



Fig．44縄 文土器 粗製深鉢6（2類b280～283、2類c284・285）



Fig．45縄 文土器 底部1（ Ⅲ-2区 ）



Fig．46縄 文 土 器 底 部2（ Ⅲ-2区308～330、 Ⅲ-4区331・332）



Tab．4縄 文土器観察表（1）



Tab．5縄 文土器観察表（2）



Tab．6縄 文土器観察表（3）



Tab．7縄 文土器観察表（4）



Tab．8縄 文土器観察表（5）



Tab．9縄 文土器観察表（6）



Tab．10縄 文土器観察表（7）



Tab．11縄 文土器観察表（8）



Tab．12縄 文土器観察表（9）



Tab．13縄 文土器観察表（10）



（2）石器

縄文時代 の石器類 として、硬 玉 ・石鏃 ・石錘 ・磨製石斧 ・叩 き石 ・剥片石器 など220点 の石器類

が確認 され ている。縄文時代 の包含層 か ら出土 した ものが多数 を占めるが、弥生 時代以 降の層 出土

の もの も、形態上縄文時代 の石器 と判断可能 な ものは縄文時代 の石器 として分類 した。

A． 石鏃 （334～339）

すべてサ ヌカイ ト製で、 凹基 の二等辺三角形 の石鏃 に分類 で きるが、脚部欠損 のため明瞭 でな

い もの もあ る。長 さ1.6～2.0㎝ 、重量0.4～1.1g。336は 他 と異 な り、片面 のみを加工。

B． 石錘 （340・341）

長軸両端 に敲打 による抉入 を持つ タイプで、泥質片岩製 の ものが2点 出土 している。

C． 磨製石斧 （348～379）

Ⅲ-2区 か ら集中 して出土 した蛇紋岩製 の磨 製石斧 （350～379） は注 目され る。未 製品 も含 め

て30点 、縄 文後晩期 土器の出土す る包含 層 ・流路 中か らの 出土 ゆえに、後期 ・晩期の どの時期の

もの なのか特 定 は困難であ る。完形品 はな く、すべ てに刃部、基部の破損がみ られ る。製品以外

に未製品 ・原材 ・製作 時 （使 用時）剥 片 なども認め られ た。谷川の川岸近 くの包含層 、谷川の流

路内か ら検 出 された磨 製石斧は、その出土状 況 と破損 品であ る とい うこ とか ら、廃棄 された品で

あ ると想定 され る。破損 によ り本来の機 能 を喪失 し、集落の縁辺 に位置 したであ ろう谷 川 に棄て

られた もの なのか。

完形品が ないため残存部 の割合 か らの推定 にな るが、 これ らの伐採斧 は全 長12～14セ ンチ前 後

で、300～500グ ラム程度 の重量 の ものが主体 だ と見 られ る。

348・349は 小型 の ノミ状の磨製石斧 で、刃 部のみ を研磨 した もので全長9.7セ ンチ重量50グ ラ

ム （348）、全 長5.8セ ンチ重量23グ ラム （349）、蛇 紋岩製 の伐採 斧 とは異 な りともに緑色片岩 製

であ る。

D． 打 製石斧 （380）

1点 だけだが、泥 質片岩製 の打製石斧 が出土 している。撥型 を呈 し、刃部 には使用 に よる刃毀

れが観察 される。

E． 剥片石器 （343～347）

ス クレイパ ー類が主体 で、いずれ もサ ヌカ イ ト製の ものであ る。343は 抉入状石 器であ り、横

長剥片 を素材 としている。

F． 叩 き石 ・磨石類 （381～418）

叩 き石 ・磨 石類 で図化 した もの は38点 、すべ て砂 岩製で ある。411は2条 の溝 を持 つ有溝砥 石

である。

G． その他

333の 硬玉製の小玉 など、A～F以 外 の石器 も出土 してい る。342の 蛇紋岩製の石 製品は、全 面

を磨 いて側面 を面取 りし、両端 を細 く仕 上げた もの （長 さ12.1セ ンチ、重量25グ ラム） だが用途

は不明 である。



（3）獣骨等 自然遺物

流路から、イノシシ・シカとみられる獣骨の小片が確認 されている。骨は被熱 してお り、出土地点

近辺で解体 ・調理 され、縄文時代人の食卓に供 された可能性が高い。流路出土のイノシシの歯に生

後2年 半 と推定 され、繁殖期から算定 して、縄文時代の動物利用の在 り方 を示す資料の一つとなる。

Fig．47Ⅲ-2区J-Ⅰ ～ Ⅲ層遺物 出土状況 （石器 ・骨片 ・炭化物 ）



Fig．48出 土遺 物 ・石器 （縄文 ）1



Fig．49出 土遺 物 ・石器 （縄 文）2



Fig．50出 土遺物 ・石器 （縄文 ）3



Fig．51出 土遺 物 ・石器 （縄 文）4



Fig．52出 土遺 物 ・石器 （縄 文）5



Fig.53出 土遺物 ・石器 （縄文 ）6



Fig．54出 土遺 物 ・石器 （縄 文）7



Fig．55出 土遺 物 ・石器 （縄 文）8



Fig．56出 土遺物 ・石器 （縄文 ）9



Fig．57出 土遺 物 ・石器 （縄 文）10



Fig．58出 土遺 物 ・石器 （縄文）11



Fig．59出 土遺 物 ・石器 （縄 文）12



Fig．60出 土 遺 物 ・石 器 （縄 文 ）13（ Ⅱ-4区420・421、 Ⅲ-4区422～427）



Tab．14石 器 （縄文時代）観察表（1）



Tab．15石 器 （縄文時代）観察表（2）



第2節 弥 生時代 以 降 の遺構 と遺 物

弥生時代以降の調査成果 については調査小区ごとに取 り扱 うこととする。縄文時代の遺物が Ⅲ-

2区 を中心に一部の地点に集中して確認 されるのに対 し、弥生時代特に後期に至 って、谷全域 に活

動域が広がる。遺構 ・遺物 も全域から確認 されるため、煩雑 にはなるが Ⅰ区からⅢ区へ と調査小区

ごとに記載 を進めてい くことにする。

概要の項で記 したように、調査小区として Ⅰ区が1～5、 Ⅱ区が1～5、 Ⅲ区が1～4の14区 を

設定 した。遺構 ・遺物の関係で Ⅰ-4・5区 は一項 にまとめて記 し、Ⅲ-1・3区 は遺構が確認 され

ず、時期の特定できる遺物 も出土 していないため項 を設定 しない。

1． Ⅰ-1区

調査地南東端 に位置する調査区である。南北方向

の生活道に面した水田であ り、調査区の東側 に生活

道と水路が走 っている。その東側はビニールハ ウス

として利用されてお り、標高が1ｍ ほど高 くなって

いる。 このビニールハウスは、 Ⅰ-1・2区 に沿 っ

て広がっているのだが、この地点が昭和57年 に発掘

調査が行われ、高知平野で初めてまとまった縄文土

器が出土、注目を集めた場所である。今回の調査で

は Ⅰ-2区 で1点 縄文後期土器が出土 したのみで、

残念なが らこの地点の縄文時代 に関する新知見は得

られなかった。

（1）遺構

いずれも東西方向に流れる溝5条 と自然流路1条

及び土坑2基 を検出 した。直径10㎝ 前後の小 ピッ ト

を含めて柱穴は100個 ほど検出 したが建物跡 と確認

できるものはなかった。

SD-1

調査区南端の東西方向に走る溝で、西側 に向かっ

て若干傾斜 している。幅約60㎝ ・深さ10㎝で長 さ約

3ｍ を検出した。U字 状の断面形を呈 し、埋土は暗

褐色粘質土である。図示 し得 る遺物はないが、古代

と見 られる須恵器 ・土師器細片を含む。

SD-2

調査区南端の東西方向に走る溝で、西側 に向かっ

て若干傾斜 している。幅約40㎝ ・深さ10㎝で長 さ約

Fig．61Ⅰ-1区 遺構平面全体 図

（S＝1／120）



3ｍ を検 出 した。舟底形 の断面形 を呈 し、埋土 は暗

褐色粘 質土 である。430～432の 土 師器 ・須 恵器 が出

土 してい る。430は11～12世 紀 、431は9世 紀 、432

は１0世紀 の遺 物で、432は 胎 土 に雲母 を含 む搬入 品

で、摂津C型 の羽釜 である。古代 と見 られる須 恵器

・土 師器小片 を含 む。

SD-3

調査 区南端 の東西方 向に走 る溝 で、西側 に向かっ

て若干傾斜 している。幅約30～50㎝ ・深 さ12㎝ で長

さ約3ｍ を検 出 した。U字 状 の断面形 を呈 し、埋土

は暗褐色粘質土 である。8～9世 紀 の須恵器長頚壺

（433）が 出土 している。

SD-4・5

ともに東西方 向の溝 で残存が悪 く、遺物 も含 まな

い。深 さ10㎝ 足 らず で本来 の断面形 は不 明。埋土 、

暗褐色粘質土。

SR-2

調査 区南端 の東西方 向に走 る自然流路 で、西側 に

向かって若干傾斜 している。幅約100～250㎝ ・深 さ

10～20㎝ で長 さ約4ｍ を検 出 した。U字 状 の断面形

を呈 し、埋 土 は暗褐色 粘 質土 （砂礫 混） で あ る。

428・429の 土師器の小片が出土。中世にかけて埋積 した自然流路である。

（2）遺物

弥生中期か ら近世にかけての遺物が確認されている。 Ⅰ-1区 の遺物で特筆すべ きは、438の サヌ

カイ ト製石槍である。完形の石槍で弥生中期末～後期初頭にかけての もの とみ られる。包含層 （Ⅳ

層）中からの出土で遺構 は伴 わない。

包含層中か らは弥生～近世にわたる遺物が出土 している。図示可能遺物は13点、小破片には弥生

土器 ・土師器が確認されている。434は 弥生前期末のしっか りした平底の壺底部で、これと先述の

石槍以外は古代以降の遺物である。9・10世 紀の遺物が多 く含 まれるが、13世 紀後半の龍泉窯青磁

（437）が試掘TR18包 含層中より1点 出土 している。また同TRよ り見込 に陰刻花 を持つ瀬戸美濃

系陶器 ・皿 （436）も確認 された。

Fig．62Ⅰ-1区SD1～4平 面 図



Fig．63Ⅰ-1区 出 土 遺 物 （SR-2428・429・439・440、SD-2430・432、SD-3433、

Ⅳ 層434・435・438、TR-18436・437）



2． Ⅰ-2区

調査地南東端、 Ⅰ-1区 の北側 に連続する調

査区である。 Ⅰ-1区 と同様、南北方向の生活

道に面 した水田であ り、調査区の東側 に生活道

と水路 ・ビニールハウスという現況であった。

この調査区は西側 に向けて落ち込んでお り、弥

生後期末を中心にした包含層 を形成 している。

（1）遺構

ピットを約80基検出 したが、調査区の幅ある

いは立地条件等の制約上、性格の特定で きた遺

構はほとんどない。建物跡 と断定で きる遺構は

なかった。

（2）遺物

遺物はいずれも包含中 （Ⅲ層及びⅤ層）か ら

の出土である。 Ⅲ層か らは8世 紀代 の須恵器

（470～472）が出土 している。特筆すべ きは、

8世 紀後半代 とみられる円面硯 （470）が出土

していることである。高知県内の円面硯出土例

は、野市町深渕遺跡、南国市比江廃寺、国分寺

跡、土佐国衙など古代の寺院 ・官衙関連遺跡で

知 られているに過 ぎず、量的にも僅少である。

Ⅴ層中からは弥生後期の土器が まとまって出

土 している。出土土器総破片約1,500点 余 り、

その多 くが弥生後期後半～古墳時代初頭のヒビ

ノキⅡ～Ⅲ式土器の段階に相当する。同じ包含

層中に弥生前期の土器 も少ないながらも、混在

して確認 されている。441・442は 弥生前期末の

土器である。441は ヘラ描沈線が20条 に達する

ヘラ描沈線多条化の最終段階の土器で、442は

逆L字 口縁 を呈する瀬戸内型甕である。当遺跡

に弥生前期末には集落の存在 した傍証 として重

要である。

455・456は 弥生後期 の小 型土器 （ミニチ ュア土器）であ り、高坏脚部 （455） ・鉢 （456）である。

水辺の祭祀が行 われていた可能性 もある。

試掘TR16も Ⅴ層 と同 じ様 相 であ り、主体 は弥 生後期終 末 とな っている。469は 土製 支脚 で、他

に1点 計2点 のC類 土製支脚が確認 された。

Fig．64Ⅰ-2区 遺構平面全体 図（S＝1／120）



Fig．65Ⅰ-2区 出 土 遺 物 （Ⅴ層 ）



Fig．66Ⅰ-2区 出 土 遺 物 （Ⅴ層455・456、 試 掘TR16-Ⅴ 層457～469、 Ⅲ 層470～472）



Fig．67Ⅰ-2区 出 土 遺 物 （石 器 ）



3． Ⅰ-3区

Ⅰ-2区 の北側 に続 く南北方向約30ｍ の調査区で

ある。周辺の土地利用状況は西側に水田が広がる点

は Ⅰ-1・2区 と同様の土地利用状況であるが、東

側 はビニールハウスではなく畑になってお り、良好

な遺構の残存が予想される。今回の調査対象区は水

田として利用されていた。

（1）遺構

溝3条 と自然流路1条 及び土坑2基 を検出した。

直径10㎝ 前後の小 ピットを含めて柱穴は120基 ほど

検 出したが建物跡と断定可能なものはなかった。ピ

ットは調査区南端に集中 してお り、溝を中心に建物

跡があった可能性 もあるが、今回の調査範囲では建

物跡の性格 を特定することはできなかった。溝は南

北方向の もの東西方向の ものいずれ も西側に向かっ

て傾斜 している。

SD-6

調査区南端の東西方向に走る溝で、西側に向かっ

て若干傾斜 している。幅約80～120㎝ ・深さ10～30㎝

で長さ約7ｍ を検出 した。U字 状の断面形を呈 し、

埋土は暗褐色粘質土である。図示 し得 る遺物はない

が、古代 とみ られる須恵器 ・土師器小片を含む。

SD-7

調査区北側を東西方向に走る溝で、西側 に向かっ

てわずかに傾斜 している。幅約50㎝ ・深さ15㎝で長

さ約3ｍ を検出 した。2段 の段状 になった逆台形状

の溝で、埋土は灰色粘土である。遺物を含 まず時期

は特定で きない。

SD-8

調査区北側を東西方向に走 る溝で、西側 に向かっ

てわずかに傾斜 している。幅約40㎝ ・深さ30㎝で長

さ約3ｍ を検出 した。逆台形状の断面形を呈 し、埋

土は暗褐色粘質土 と灰褐色砂礫の2層 である。遺物

は弥生土器 （後期後半）及び古式土師器 （Ⅱ期）で

ある。
Fig．68Ⅰ-3区 遺構平面全体図

（S＝1／120）



Fig．69SD-8平 面 ・断面図及び 出土遺物



（2）遺物

細片が多 く時期特定不能の遺物 もあったが、SD-8か らは2時 期の資料が確認 されている。一つ

は弥生後期末～古墳初頭にかけての時期でもう一つは古墳時代前期、高知平野の編年で古式土師器

Ⅱ期に相当する時期である。溝最下層から古式土師器 Ⅱ期の甕 （479）・高坏 （480）が確認 されたこと

で、 この溝の機能 した時期が古墳時代前期であることが判明した。

出土遺物が少な く断片的な資料 だが、須恵器双耳壺 （485-Ⅳ層）、壺底部 （488-TR15） など8～

9世 紀の資料や13世 紀の土師器鍋 （487）も認められる。

Fig．70Ⅰ-3区 出 土 遺 物 （Ⅲ層485～487・489・490、TR15488）



4． Ⅰ-4区 ・Ⅰ-5区

Ⅰ-3区 の北 側 に続 く調査 区であ る。周辺 の土地利用 状

況は Ⅰ-3区 と同様 であ る。 Ⅰ-4区 は南 北方向約30ｍ の調

査 区、 Ⅰ-5区 は Ⅰ区の北端 に位 置 し、南北 方向約20ｍ の

調査 区であ る。 Ⅰ-4区 は全 域 が後 世の削平 を受 けてお り

包含層 の残存状 況は良 くない。特 に北半部 について は、大

き く攪乱 を受 けた り削 り取 られた りで、遺構 の形 成が認 め

られ なか った。

（1）遺構

Ⅰ-4区 か ら溝4条 と

直径10㎝ 前後の小 ピット

を含めて柱穴 を30基 ほど

検出 した。建物跡 と断定

可能なものはなかった。

今回の調査範囲では建物

の性格 を特定することは

で きなかった。溝は南北

方向の もの東西方向のも

のいずれ も西側に向かっ

て傾斜 している。

Ⅰ-5区 からはピッ ト

16基 ・溝状遺構1条 が検

出された。

SD-9

調査区中央部の東西方

向に走る溝で、西側に向

かって若干傾斜 してい

る。幅約30㎝ ・深さ10㎝

で長 さ約2mを 検 出 し

た。U字 状の断面形を呈

し、埋土は暗褐色粘質土

である。遺物は含まず時

期不明。
Fig．72Ⅰ-5区 遺構 平 面全

体 図 （S＝1／120）

Fig．71Ⅰ-4区 遺構 平面全体 図

（S＝1／120）



SD-10

調査区中央部の東西方向に走る溝で、西側

に向かって若干傾斜 している。幅約40㎝ ・深

さ10㎝で長さ約3ｍ を検出した。U字 状の断

面形を呈 し、埋土は褐色粘土である。瓦片が

出土 してお り、近世以降に形成された溝 と考

えられる。

SD-11

調査区中央部の東西方向に走る溝で、西側

に向かって若干傾斜 している。幅約40㎝ ・深

さ10～20㎝ で長さ約3ｍ を検出した。U字 状

の断面形を呈 し、埋土は黒色粘土である。図

示可能な遺物はないが、弥生後期 とみ られる

土器小片が一点出土 している。埋土 とあわせ

て、この溝は弥生後期に機能 した ものだ と判

断される。

SD-12

調査区中央部の東西方向に走る溝で、西側

に向かって若干傾斜 している。幅約30㎝ ・深

さ10㎝で長さ約1ｍ を検出 した。U字 状の断面形を呈 し、埋土は暗褐色粘質土である。遺物は含 ま

ず時期不明。

P-1～5（ Ⅰ-4区 ）

直径30㎝ 前後、深さ28㎝～34㎝ のピッ トで、埋土はいずれも黒色粘土である。図示可能な遺物は

ないが弥生後期土器の小片が出土 してお り、弥生後期後半のピットだと考 えられる。P-1～3は

一直線上に等間隔に並 び、柵列あるいは堀立柱建物の可能性 も考えられる。

（2）遺物

出土 した遺物総点数は、小片 も含めて100点 余 り、図示可能なものはほとんどなかった。近世以

降の瓦片 ・陶器片、古代の須恵器小破片なども出土 しているが、今回時期が特定できた小片の多 く

が弥生後期後半に属するものである。当該期の柱穴 も確認できたのだが調査区の範囲が狭 く、建物

跡の復元はで きなかった。

この2つ の小区で図示可能な遺物 に、491（ Ⅰ-4）、492（ Ⅰ-5） の須恵器がある。いずれも包

含層中出土で9世 紀のものである。石器 としては493の 叩き石1点 が出土 している。

Fig．73SD-9～12平 面 図



Fig．74Ⅰ-4・5区 出土 遺 物



5． Ⅱ-1区

Ⅱ区は調査対 象地 の谷部 を東西方向 に横 断す る調査 区であ る。東側か らⅡ-1・2・3・4・5

の調査小 区を設定 した上 で、東 か ら西方 向へ と調査 を進 めた。 Ⅱ区全域 が水 田 として利用 されてお

り、北側 と南側 の水 田面 には50㎝ 程度 の段差 があ り地形 に即 した占地状況 を示 している。

Ⅱ-1区 は Ⅱ区の東端 に位 置 し、 Ⅰ区 との境 界 を画す る。現在 の谷川 として機 能す る水路 に接 し

た水 田が Ⅱ-1区 であ り、調査面積 は200㎡ である。

（1）遺構

いず れ も南北方 向に流 れる溝2条 と自然流路1条 を検 出 した。

SD-13

調査 区 を縦断 して南 北方 向 に走 る溝 で、北 か ら南方 向 に緩 やか に傾斜 してい る。最大幅約250㎝

・深 さ24㎝ で長 さ約10ｍ を検 出 した。逆台形状 の断面形 を呈 し、埋土 は3層 に分層 で きる。弥生後

期初頭 か ら後期後半 まで

の遺物 を含 む。

SD-14

調査 区 を縦 断 して南北

方 向 に走 る溝 で、北 か ら

南方 向 に緩 やか に傾斜 し

て い る。 幅約160㎝ ・深

さ20～30㎝ で長 さ約8ｍ

を検 出 した。U字 形 の断

面形 を呈 し、埋土 は2層

に分層 され る。弥生後期

初 頭か ら後期後半 までの

遺物 を含 む。

SR-3

SD13・14の 上 層 を覆

う自然流路。8ｍ の幅で

調査 区中央部 を南 北 に流

れ る。弥生～古代 にかけ

ての遺物 と近世の遺物 を

含み、流木 も層 中か ら出

土 した。

（2）遺物

Ⅱ-Ⅰ 区か らは、弥 生

時代か ら近世 にか けての

遺物が 出土 してい る。弥 Fig．75Ⅱ-1区 遺構平面全体図 （S＝1／120）



生時代 の溝の上層 を覆 うSR-3か らは

弥生後期 の遺物 とともに古墳 時代 ・古

代 の遺 物 も出土 してい るが 量 は少 な

い。506～507は6世 紀 代 の須 恵 器、

509は 古代の壺頸部、511は8世 紀 と見

られる須恵器 コネ鉢底部であ る。

遺 物 が ま と ま っ て 出 土 し た の は

SDl3・14で あ る。SD-13の 中期 末か ら

期初 頭 にか けての遺物 と して は、513

・514の ように凹線文 を もつ壺や525・

526の 平底 の底部 な どが挙 げ られ る。

後期 末の遺物 は甕 が多 く、底部形状 は

尖底 に近い平底 や突 出 した平底 の土器

が多数 を占め、完全 な丸底 になる もの

はほ とん ど見 られ ない。SD-14も 同様

の出土状 況 を示 す。中期 末～後期初 と

後期 末の2時 期 の遺物 を含 み、中期 末

は540の 壺、554・555の 甕、壺 の 口縁

には朝 顔状 に大 き く開 くタイプ （547

～549） と2重 口縁 の もの （550～553）

が ある。

石器 としては叩 き石が確 認 されてい る。

Fig．76SD-13平 面 図 （S＝1／120）



Fig．77Ⅱ-1区 出 土 遺 物1（SR-3）



Fig．78Ⅱ-1区 出 土 遺 物2（SD-13）



Fig．79Ⅱ-1区 出 土遺 物3（SD-13533～539、SD-14540～552）



Fig．80Ⅱ-1区 出 土 遺 物4（SD-14）



Fig．81Ⅱ-1区 出 土 遺 物5（SD-14・SR-3石 器 ）



Fig．82Ⅱ-1区 出 土 遺 物6（SR-3石 器 ）



6． Ⅱ-2区

Ⅱ-2区 はⅡ-1区 と同様、谷の低い部分に占地する水田で、東側 に落ち込み （自然流路-谷 の岸

で落ち口に当たる） をもち、包含層が形成されていた。西半部は水田化する時点で削平されたため

か、遺構の残存状況は極めて悪い。弥生土器を中心に遺物 も出土 しているが、多 くが東側落ち込み

部からのものである。

（1）遺構

溝2条 を検 出 した。いずれ も南北方向 に走 り、南側

に向か って落 ち込んでい る。後世の削平が著 しく、包

含層 の形成 も認め られ ない。

SD-15

調査区 を横 断 して南北方向 に走 る溝で、北か ら南方

向 に緩 やか に傾斜 してい る。幅約50㎝ ・深 さ5～10㎝

で長 さ約4ｍ を検 出 した。削平の ため残存状況 は極め

て悪 く、 ほ とん ど遺物 も出土 してい ない。時期不明。

SD-16

調査 区を横断 して南北方向 に走 る溝で、北か ら南方

向に緩や かに傾斜 している。幅約50㎝ ・深 さ5～8㎝

で長 さ約3.5ｍ を検 出 した。弥生土器が 出土 してお り、

当該期 の溝 と考 え られる。

（2）出土遺物

601は 包 含層 （Ⅱ層） 出土 の須恵器 甕 口縁 であ る。

古代 の甕 だが正確 な所属時期 は特定 で きない。10～11

隻 の甕 に類似 す る ものが認 め られ る。それ以外 の Ⅱ-

2区 出土 の遺物 はすべ てSR-4出 土の弥生土器 の破片

及 び叩 き石 であ り、弥生 中期末 ～後期初頭 にか けての

遺物 と後期末 の遺物が ある。591は 貼付 口縁 で、594・

595・596の 底部 な どとともに中期末 に属す る遺物 であ

る。

タタキ 目のあ る底部 は突 出 した平底 （598）あ るい

は丸底 （597）を示 してお り、弥生後期 終末 ～古墳 時

代初頭 にかけてのの ヒビノキ Ⅱ式土器 か らヒビノキⅢ

式 土器 にかけての移行期 の様相 を示 している。

Fig．83Ⅱ-2区 遺構平面全体 図



Fig．84Ⅱ-2区 出 土 遺 物

7． Ⅱ-3区

Ⅱ-3区 はⅡ区の中央部に位置する。 Ⅰ-1・2区 と比べると1ｍ 近い比高差があり、一段高い水

田面 となっている。それ故、削平 された部分が少なく、 Ⅰ-2区 よりも遺構残存状況は良好である。

Ⅱ-3区 で検出された遺構の中で弥生後期末～古墳初頭の3条 の溝からは遺物が集中 して出土 して

いる。その北側に集落の存在が予想される。

（1）遺構

自然流路1条 と溝4条 を検出した。調査区の西側については北東か ら南西に緩やかに傾斜、東側

については北西から南東にかけて傾斜する。中央部で検出 した溝は東側の傾斜に沿って北→南に向

かって流れており、遺物の出土状況か ら、一定規模を有する集落が調査区北側に営まれていたこと

が予測 される。



西半部には流路の痕跡が認められたが、遺物は出土せず、遺構の形成は確認できなかった。

SD-17

調査区中央部を横断 して南北方向に走る溝で、北か ら南方向に緩やかに傾斜 している。幅約40㎝

・深 さ40㎝で長さ約6ｍ を検出 した。弥生後期末～古墳時代初頭にかけて機能 した溝である。

SD-18

調査区中央部 を横断 して北

西方向から南東方向にかけて

走る溝で、北から南方向に緩

やかに傾斜 している。幅100㎝

・深 さ60～80㎝ で長 さ約8ｍ

を検出した。弥生後期末～古

墳時代初頭にかけて機能 した

溝である。溝北端は水田化に

伴 う削平 を受けて遺構が消滅

しているが、それ以南は残存

状況 も良好で、水汲み場に利

用 したのではないかとみ られ

る深堀部 も残っていた。小形

丸底土器 （624・625・658）

も出土 している。溝が集落の

祭祀空間として機能 していた

可能性が高い。

SD-19

調査区中央部を横断 して北

西方向から南東方向にかけて

走る溝で、北か ら南方向に緩

やかに傾斜 している。幅40cm

・深さ20～30㎝ で長さ10ｍ を

検出した。弥生後期末～古墳

時代初頭にかけて機能 した溝

である。

SD-20

調査区東端を東西方向に走

る溝で、西からから東方向に

緩やか に傾斜 してい る。幅

40㎝ ・深 さ16㎝ で長 さ5ｍ を
Fig．85Ⅱ-3区 遺構平面全 体図



検出 した。埋土は灰褐色粘質土である。遺物が出土 しておらず時期 は不明。

SK-6

長軸南北方向で長軸方向幅50㎝ 深さ30㎝の楕円形の土坑である。弥生後期後半ヒビノキⅡ式段階

の甕形土器 （605）が出土 している。

（2）出土遺物

Fig.89-603は 瓦質土器鍋、604は 備前擂鉢で図示可能な中世遺物はこれだけである。 また少量だ

が弥生前期末 と後期初頭の遺物が出土 している。それ以外は包含層 ・遺構のともに弥生前期末 ・後

期初頭弥生後期末～古墳前期初頭の時期が中心で、特 にSD18に 遺物が集中していた。SD-18は 古

墳時代初頭、高知平野の古式土師器 Ⅰ期の遺物が中心となっお り、616・617の ように明らかに丸底

を指向、布留式土器の影響 を受けたと考 えられる甕 も出土 している。 しか し形態上のみの模倣にと

どまり、技術的には従前 どお りの器壁の厚 さを持つ伝統的第Ⅴ様式土器の範疇で捉えられる土器で

あ り、内面ヘラ削 りの観察で きる個体 は1点 もなかった。 Ⅱ-3区の土器は、SD18出 土土器群の器

種構成 ・鉢の形態からみて、その多 くがヒビノキⅢ式土器の範疇で捉 えられる土器である。

SK-6出 土の甕 （182）のようにヒビノキⅡ式土器 （弥生終末） も出土 してお り、弥生終末の集落

の存在 も予想できる。



Fig．86SD-17・18平 面 図 Fig．87SD-19平 面 図

Fig．88SD-20平 面 図



Fig．89Ⅱ-3区 出 土遺 物1



Fig．90Ⅱ-3区 出 土 遺 物2



Fig．9ｌ Ⅱ-3区 出 土 遺 物3



Fig．92Ⅱ-3区 出土遺物4（ 石器 ）



8． Ⅱ-4区

Ⅱ-4区 はⅡ-1～3区 と比較すると1～2ｍ 高い標高を有する。西側に行 くほど高 くなる。調査

区全域で も12～13ｍ 程度の標高であ り、栄エ田地区の東西に流れる谷状の地形の中央部舌状の微高

地の東限を構成 している。調査前までは、畦道に沿った水田として利用されていた。

弥生から近世 にかけての遺物が確認 されているが、Ⅱ-1～3区 で多 く出土 した弥生後期末の遺

物は少ない。包含層 中から弥生前期末の遺物がまとまって出土 している。

（1）遺構

全域で150基 のピットと4条 の溝、柵列1列 ・堀立柱建物跡1棟 が検出された。中央から西半に

かけては若干標高が高 くなってお り、東半部の低地部分に溝が集まっている。

SD-21

調査 区中央部を横断 して南北方向

に走る溝で、北か ら南方向に緩やか

に傾斜 している。幅約40㎝ ・深 さ

40㎝で長さ約6ｍ を検出 した。瓦器

が出土 してお り中世の溝だと考えら

れる。

SD-22

調査区中央部を横断 して北西方向

から南東方向にかけて走る溝で、北

から南方向 に緩やかに傾斜 してい

る。幅１00㎝・深 さ60～80㎝ で長 さ

約8ｍ を検出した。出土遺物は極め

て少ないが、弥生後期末～古墳時代

初頭にかけて機能 した溝だと思われ

る。

SD-23

調査区中央部を縦断 して北西方向

から南東方向にかけて走る溝で、北

から南方向に緩やかに傾斜 してい

る。幅40㎝ ・深 さ20～30㎝ で長 さ

10ｍ を検出した。古代以降に機能し

た溝だが遺物の出土量が少 なく詳細

な時期は分からない。

SD-24

調査 区西半 を南北方向に走 る溝

で、西か らから東方向に緩やかに傾
Fig．93Ⅱ-4区 遺構平面全体 図



斜 してい る。幅40㎝ ・深 さ10㎝ で長 さ5ｍ を検 出 した。埋 土 は灰褐色 粘質土であ る。遺物 が出土 し

てお らず時期 は不 明。

SB-1

梁間3間 、桁行4間 の東西棟 の総柱 の堀 立柱建 物であ る。柱 間寸法 は梁間が1.7～2.2ｍ 、桁行 が

2.0～2.4ｍ 、柱穴 は径30～40㎝ の円形であ る。

SA-1

SB-1の 西側 に平行 に並 ぶ柵列 である。

（2）遺物

弥生時代から近世に至

る遺物が出土 している。

包含層中からの出土が多

いが、遺構出土遺物も一

定認められ、弥生時代、

古代、11C～12C、13C、

14C、18C～19Cの 生活

の痕跡が確認 されてい

る。

この調査区で特徴的な

のは弥生前期末の遺物の

出土である。他の調査区

に多 くみられる弥生後期

末～古墳時代初頭の遺物

はほ とん どみ られ ない

が、調査区中央部の包含

層中か ら前期末の遺物が

ま とまって出土 してい

る。いずれ も弥生前期最

終末に属する前期Ⅴの段

階 （大篠式の後半）にあ

たるヘラ描沈線が最 も多

条化 した段階で、後続す

る中期初頭の属性 （櫛描

沈線）を持つ土器は一点

も確 認で きなか った。

261・262の ように逆L字

状口縁を呈する土器や沈 Fig．94SD-21平 面 図



線下 に列点文 を もつ もの （259・263） な ど、

瀬戸 内の土器 あるいはその影響下 に成立 した

土器 も出土 している。一点 だけだが蓋形土器

（270）も確認 された。

古代 の資料 は断片 的で683・711の 須恵器が

確認 されているに過 ぎない。11世 紀後半 ～12

世紀 と見 られる白磁 Ⅴ類が1点 確認 されてい

る。12世 紀 までは少量 の遺物 だが、12世 紀後

半 か ら13世 紀 になって量的 に もま とまって く

る。試掘TR包 含層 か らの出土 だが、龍泉窯

青磁 （669・670）、 同安窯青磁 （671）、677～

678の 土 師器 が出土 す る。13～14世 紀 にか け

ての資料 として710の 瓦質三足釜や712の 瓦質

鍋 、726の 瓦器 椀 な ど貿易 陶磁 、瓦器、 瓦質

土器 な どバ ラエテ ィーに とんだ遺物が確認 さ

れている。近世 の遺物 は断片的で少量であ る。

680は 肥前系磁器 （18C）、675は肥前系陶器 （19

C）707肥 前系陶胎染付 （18C）708肥 前系陶

器 （17～18C前 半）716伊 万里 紅皿 （18C）

な どが近世遺物 である。18世 紀か ら19世 紀 に

かけて生活 の痕跡が認め られた。

Fig．95SD-22・23平 面 図

Fig．96SA-1平 面 図

Fig．97SB-1平 面 図



Fig．98Ⅱ-4区 出 土 遺 物1（ 試 掘TR-8・9、 遺 構 ）



Fig．99Ⅱ-4区 出土遺物2（ 包含層 ）



Fig．100Ⅱ-4区 出土遺物3（ 包含層 ）



Fig．101Ⅱ-4区 出土遺物4（ 包含層 ・石器 ）



9． Ⅱ-5区

Ⅱ区の西端に位置する調査区である。調査前 までは水田として利用 されていた。終戦直後の一時

期にⅡ-5区 周辺で数家族が住居を構え生活 を営んでいたことが判ってお り、試掘調査の段階で遺

物が検出されたとはいえ遺構の残存状況に一抹の不安は残っていた。実際に調査 を始めてみると、

予想外に遺構の残 りが良く古代から中世へ移行する時期の貴重な資料 を得ることができた。

（1）遺構

調査区の中央部を東西方向に走る溝 と70基のピットを検出した。西端部 と東端部は現代の攪乱を

受 けている。特 に東端 は現代 の ゴミ捨 て

場 として利用 されていたのか、割 れたガ

ラスの破片等 が廃棄 されていた。

SD-25

調査 区中央 を東西方 向に走 る溝 で、東

側 に向 か って若 干傾 斜 して い る。 幅約

50㎝ ・深 さ10～16㎝ で長 さ約14ｍ を検 出

した。U字 状 の断面形 を呈 し、埋土 は暗

褐色粘 質土 である。13世紀 の土 師器 （724）

が出土 してい る。

SK-7

直径1.84ｍ の円形土坑 で、深 さ48㎝ 、

四周及び底 面 にハ ンダ状 の橙色粘土 が敷

き詰め られ る。遺物 を含 まず、時期不 明。

SK-8

直径1.6ｍ の 円形土 坑 で、深 さ40㎝ 、

四周及 び底 面 にハ ンダ状 の橙色粘土 が敷

き詰め られ る。遺物 を含 まず、時期不 明。

SK-9

1.2ｍ ×1.5ｍ の楕 円状 の平 面形 を呈す

る土坑。土器細片 を含 むが、時期 は不 明

であ る。

SK-10

直径72㎝ 深 さ20㎝ の円形 土坑 。弥生土

器小片 を含 むが図示 可能遺物 な し。

SB-2

梁 間1間 以上 （不 明）桁行3間 （4.0ｍ）

の東西棟の堀立柱 建物であ る。調査 区の

制約上全貌 は不明。遺物 は出土 していな
Fig．102Ⅱ-5区 遺構平面全体図



い。

SB-3

梁間1間 以上 （不明）桁行2間 以上 （不明）の東西棟の堀立柱建物である。調査区の制約上全貌

は不明。遺物は出土 していない。

SB-4

梁間1間 以上 （不明）桁行2間 以上 （不明）の東西棟の堀立柱建物である。調査区の制約上全貌

は不明。遺物は出土 していない。

（2）遺物

中世、特 に13世紀を中心 にした時期の遺物が、遺構及び周辺包含層から出土 した。SD25か らは

724の 土師器坏が出土 している。13世 紀の土師器であ り、この溝は鎌倉時代 に機能 したものである

ことが判明した。728・731は 東播系須恵器 コネ鉢の口縁で、726は 和泉型瓦器椀である。これらの

遺物は13世紀の資料であ り、Ⅱ-5区 からは13世紀の遺物がまとまって確認された。732は 瓦質土器

擂鉢、包含層中よりの出土だが734の 常滑甕口縁 など14世紀の資料 も確認されている。

耕作あるいは住居建設のため何度か削平 されてお り、良好 な包含層の形成は見られない。遺物の

出土量は少なかったが、その割 に良好な資料 を得 ることができた。

中世の遺構 とともに近現代の遺構 も検出された。SK-7・8か ら遺物は検 出されず断定はできな

いが、遺構の形状から便所の可能性が高い。

Fig．103SD-25平 面 図 Fig．104SK-7・SK-8平 面 図



Fig．105Ⅱ-5区 出 土 遺 物



10．Ⅲ-2区

Ⅲ区は調査対象地及び栄エ田遺跡の北西端に位置する調査区である。Ⅲ-1・3区 については試

掘 ・本調査 を通じて、出土遺物僅少で遺構 も認められないため本報告書では取 り扱わない。

Ⅲ-2区 とⅢ-4区 から自然流路 Ⅲ-2区 は調査前は生姜畑 として利用 されていた。

（1）遺構

川岸 を形成する自然流路2条 と溝4条 及び土壙 を検出した。

SD-26

調査区を横断して東西方向に走る溝で、東から西 に向けて緩やかに傾斜 している。最大幅約80㎝

・深 さ24㎝で長 さ約5ｍ を検出した。2段 になった逆台形状の断面形 を呈す。小片ではあるが、縄

文から古代 に至るまでの遺物 を含む。形成時期は不明。直線的な溝であ り、現代に近い時期の可能

性 もある。

SD-27

調査区南側東西方向の溝で、北から南方向に緩やかに傾斜 している。幅約60㎝ ・深 さ15㎝で長 さ

約3ｍ を検出した。U字 形の断面形を呈 し、埋土は2層 に分層 される。古代の遺物を含む。

SD-28

調査区北半 を南北方向に流れる溝で幅約1.5ｍ ・深 さ40㎝で長 さ約8ｍ を検出した。U字 形の断面

形 を呈 し、弥生時代終末の遺物を含む。

SD-29

調査区南半を南北方向に流れる溝で幅約2.5ｍ ・深さ約60㎝ で長さ約12ｍ を検出した。U字 形の

断面形 を呈 し、弥生末～古墳初頭にかけての遺物を含む。

SR-8埋 積後の砂質土上に古代末11世 紀の遺構面が形成されている。 ピット、土壙が検出されて

いる。遺構から瓦器、須恵器、土師器、布 目瓦等が出土 している。10世 紀代の遺物 も若干含まれて

いるが、11世紀後半に属する楠葉型瓦器椀が出土 し注 目される。

SK-11

長径60㎝ 短径35㎝ の楕円形の土坑で、底面は西側に向かってやや傾斜 し、深さ20㎝ を測る。埋土

は暗褐色粘質土 （砂混 じり）で、砂質土の上面に形成 された遺構である。土坑中か ら、749の 摂津

C型 の羽釜が礫 とともに出土 している。

SK-12

直径40㎝ の円形の小土坑 で、深 さ15㎝ を測 る。743・744の 布 目瓦、745の 土師器椀 （輪高台）、

746の 須恵器椀 （円盤状高台）、747の須恵器足高高台皿、そ して748の 楠葉型瓦器椀が出土 している。

11世紀後半に位置付けられる資料である。高知県西部では12世紀代の楠葉型瓦器椀が出土 している

ものの、高知平野では初めての検 出例であ り、11世紀 に遡る瓦器の出土は高知県で初例 となる。



Fig．106Ⅲ-2区 遺構 平面全体 図 （S＝1／250） 及びSK-11・12遺 物出土状 況 （S＝1／20）



（2）遺物

弥生後期末 の遺物 が集 中 して確認 された。調査 区の東端 で確認 された溝 （SD-28・29） か らは、

壷 ・甕 ・鉢 ・高坏 のタタキ 目を持つ土器群が ま とまって検 出 されている。SD-28出 土遺物 は少 な く、

図示 し得 た もの は764～767の 甕 と768の 鉢 のみで あ る。769～839がSD-29出 土遺 物で あ る。817・

818の 底部 の ように中期末 か ら後期 初頭 に属 す る底部 や、縄 文後 晩期 土器小片 も含 んで いたが 、そ

れ以外 は弥生後期末 に属 す る一群 の土器 であ る。816の 例 な ど高坏 も確認 されたが少数 で、壷 ・甕

・鉢 が2：6：1の 割合 を占め る。壷形土器 は直線的 に開いて立 ち上が る口縁 を持つ もの （769・

771・775・778） と2重 口縁 の もの （772・773・774・777） に大 別 され、 口縁部 の櫛描 波状文 な ど

加飾 を施す ものはほ とん ど認 め られなかった。胴部 は長胴 で卵形 を呈 する ものが多 く、丸底 を指 向

す る ものの平底 をわず かに残 した底部が多 い。甕形土器 は口縁 が くの字状 に強 く屈 曲す る タイプが

ほ とん どで、底部 は尖底 の もの、 わず かに平底 を残す ものが多 い。鉢形土器 は全体 に占める割合 は

低 い ものの、812の ような平底、813の ような丸底気味 の突 出 した平底 、814・815の ような丸底 があ

る。当該期 の壷 ・甕 ・鉢 のすべ てに タタキ 目が観察 される。 タタキ 目は水平方 向あるいはわず かに

右上 が りの ものが圧倒 的に多 く、 それ以外 の方 向は例外 で しかない。外面 は775・778（ 壷）、786・

805（ 甕）、812（ 鉢） な どタタキ後刷毛 で仕上 げ、刷毛調整 が顕著 に認 め られる もの と、777（ 壷）

・800（ 甕） ・815（ 鉢） な ど、胴部外面 に刷毛調整 がほ とん ど観察 されない もの とがある。内面 は

刷 毛 目の後 に指頭圧痕 が観察 される ものが多 く、指頭圧痕 のみが残 る個体 も多 い。

これ らの土器群 は、器形 か らヒビノキ Ⅱ式土器 の最終段 階 （高知平野 、出原編年後期7） に位置

付 け られ る。丸底 を指 向 してい く底部 や外面 に刷 毛調整 が行 われない個体 が多 くなる ことな ど、 ヒ

ビノキ Ⅱ式か らⅢ式へ の移行期 の印象 もあるが、一定 の割合 で平底 を残す ことな ど、 ヒビノキ Ⅱ式

と して捉 えた方 が妥 当 だ と考 える。古墳 時代初頭 の ヒビノキⅢ式 に比 定 され るSD-18（ Ⅱ-3区 ）

出土資料 と比較す ると、616・617の 甕や621～623の 鉢 な ど、明 らかな時期差 を確認 する ことがで き

る。

弥生終末～古墳初頭 にかけての時期 は、土器 の移動 の盛 んな時期 で、春野 町西分増井遺跡 ・南 国

市東崎遺跡 ・春野町仁 ノ遺跡 な どか ら当該期 の搬 入品 （畿内 ・阿波 な ど） が確認 されているが、今

回の調査 で は確 認で きなか った。



Fig．107SD-29平 面 図 ・セ ク シ ョン図



Fig．108Ⅲ-2区 出 土 遺 物1（ 試 掘TR-3・ 包 含 層SK-12）



Fig．109Ⅲ-2区 出 土 遺 物2（ 遺 構-P・SK）



Fig．110Ⅲ-2区 出 土 遺 物3（SD-28・29）



Fig．111Ⅲ-2区 出 土 遺 物4（SD-29）



Fig．112Ⅲ-2区 出 土 遺 物5（SD-29）



Fig．113Ⅲ-2区 出 土 遺 物6（SD-29）



Fig．114Ⅲ-2区 出 土 遺 物7（SD-29）



Fig．115Ⅲ-2区 出 土遺 物8（SD-29）



Fig．116Ⅲ-2区 出 土 遺 物9（SD-29）



11． Ⅲ-4区

遺跡地北端 に位置す る調査 区で ある。水 田 として利

用 されてい た。 Ⅲ-2区 よ り1ｍ ほ ど高い位置 に水 田

面 を形成す る。

（1）遺構

調査 区の南端 に自然流路 を検 出 した。 それ以外 は遺

構の形成 は認め られ ない。

SR-9

調査 区の南 を南北方向 に横 断す る流路で、幅3.2ｍ 、

深 さ0.6ｍ 、長 さ4ｍ を検 出 した。古代 ・弥生後期末 ～

古墳初頭の遺物が 出土 してい る。

（2）遺物

840・841は9世 紀の土師器皿で859は 台付皿であ る。

弥生後期末～古墳 時代 初頭の遺物 は846・849の ように

丸底 になって くる もの と852・855の ように明 らか に平

底が残 る もの、856な どわず か に平底 を残 す もの な ど

ヒビノキ Ⅱ式か らヒビノキⅢ式への移行 期の様 相 を呈

してい る。

Fig．117Ⅲ-4区 遺構平面全体図



Fig．118Ⅲ-4区 出 土 遺 物1



Fig．119Ⅲ-4区 出 土 遺 物2



Tab．16遺 物観察表 （弥生時代以降）（1）



Tab．17遺 物観察表 （弥生時代以降）（2）



Tab．18遺 物観察表 （弥生時代以降）（3）



Tab．19遺 物観察表 （弥生時代以降）（4）



Tab．20遺 物観察表 （弥生時代以降 ）（5）



Tab．21遺 物観察表 （弥生時代以降）（6）



Tab．22遺 物観察表 （弥生時代以降）（7）



Tab．23遺 物観察表 （弥生時代以降）（8）



Tab．24遺 物観察表 （弥生時代以降）（9）



Tab．25遺 物観察表 （弥生時代以降）（10）



Tab．26遺 物観察表 （弥生時代以降 ）（11）



Tab．27遺 物観察表 （弥生時代以降 ）（12）



Tab．28遺 物観察表 （弥生時代以降 ）（13）



Tab．29遺 物観察表 （弥生時代以降）石器





第Ⅴ章 考 察

第1節 栄 エ田遺跡 出土 の縄 文後 期土 器 につ い て

出土層位 による分類は、困難であったため形態 ・施文技法など土器 自体の持つ特徴から有文土器

を1～8類 に分類 した。 また、多 くの後期土器が晩期土器 と混在する状況で出土 したこともあ り、

粗製深鉢については、後晩期 を通 しての形態上の分類 とし、明らかに後期 と認定できるJ-Ⅴ 層出

土の 「丁寧なナデあるいは磨 きにより仕上げる」深鉢 についてのみ縄文後期 に属する深鉢 としたが、

後期の中における正確な所属時期は特定できない。縄文後期に属する土器で時期の特定可能なもの

（1～8類 ）は、後期初頭の中津式土器の段階に相当するものから、後期後半の伊吹町式に至るま

で存在することが確認 された。

分類基準については遺物の項に示 したとおりである。

1類 土器は、後期初頭に位置付けられる土器で、遺物出土最下層であるJ-Ⅷ 層出土土器 （1類e）

については、中津式土器の古段階として把握できる。1）,2）,3）20～27などJ-Ⅷ層出土遺物 には条痕地

に、中期末以来の伝統である幅広で裏面 も若干盛 り上がるほどの深い沈線を持ち、沈線脇の土手を

残す ものが多い。22・23な ど明 らかに中津式土器の特徴を持ち合わせてお り、20・21の ような条痕

地に沈線による山形文 （波状文）を施す という中津式土器の中には見 られないモチーフを持つ もの

もあるが、22・23と の胎土の類似 ・出土層位 ・条痕地に沈線 という施文方法などからも、同じ中津

式土器の範疇で捉えることがで きよう。

なお、1類 として分類 した中には、8・11な ど中津式 というよりも、後続する後期前半の特徴 を

持つ と考えられる土器群 も含まれているが、これらの土器が後期初頭の特徴 を有する （中津式併行）

という指摘 もあった。筆者の力量では正確な判断を下すことができず、ここではあえて1類 として、

後期初頭の土器群 としてまとめて提示することにする。（1類 とした中に後期前半に属する土器が

含まれる場合、1類 は後期初頭から前半の土器群 となる。）

2類 土器は磨消縄文を持つ土器の中で、後期前半に属するものをまとめた。いずれも小片である

が、中津式から宿毛式4）への移行期、宿毛式の古相に相当すると考えられる。

3類 土器は後期前半彦崎K-1式 土器 に相当する。南四国中央部では彦崎K-1式 土器の出土は、

ほとんど知 られていない。栄エ田遺跡の1982年 度調査時に、彦崎K-1式 土器の出土が報告 されて

いるが、5）実測図による報告はなく、図示 された資料が確認可能なものは松 ノ木遺跡2次 調査時の

1点 のみである。6）内面を肥厚 させ、内面に施文する3類a・bと 内外面 に縄文施文のみられる3

類cが ある。

4類 土器は、後期中葉の九州系土器 として分類 した。鐘 ヶ崎系の土器で、磨消縄文の確認できる

小片 （4類a） と沈線文 をもつ鉢 （4類b） 、口縁が屈曲する鉢 （4類c） が確認 されている。

5類 土器は、後期中葉の彦崎K-2式 土器である。7）口唇を肥厚 させ縄文帯 を持つ5類aと 内面に

沈線を持つ5類bが 確認 された。

6類 土器は、後期中葉の片粕式土器8）に相当する。口縁外面に縄文帯 を持ち、頚部無文で胴部に

縄文を施文する6類aと 弱い波状口縁を呈する口縁部 を肥厚 させ縄文を施文する6類b1と 平縁で



口縁部を肥厚 させ縄文 を施文する6類b2、 数は少ないが磨消縄文 を持つ6類c・d、 沈線文のあ

る6類e・f、 縄文地に沈線で施文する6類hな ど縄文後期 と特定できる実測遺物138点 中片粕式

土器 （6類）は64点 と半分近 くを占める。片粕式の縄文原体について木村剛朗氏は、後期初頭以来

一貫 してRLで あった縄文の撚 りが
、片粕式の段階に至 りLRが 出現、西分増井遺跡ではRL：LR

＝5：4 、西部ではLR優 勢になると述べている。9）栄エ田遺跡の片粕式土器 もLRが 一定量を占め、

同様の傾向が認められるが、その割合はRL：LR＝3：1と 西分増井遺跡や県西部の例 と較べると

LRの 占める割合が低 い。6類bの 中で101はRLとLRが 同一個体の中に共在 し （外面RL・ 内面

LR）、西分増井遺跡出土の縄文地土器深鉢 Ⅰ類 （91・93他）に酷似 している。10）

7類 土器は、後期中葉の元住吉山 Ⅰ式土器に相当する。凹線を持ち、凹線間の段部にヘラ状原体

による刻 目を有する。南四国では、西分増井遺跡に出土例が報告 されている。

8類 土器は、後期後半の伊吹町式土器 に相当する。伊吹町式土器は愛媛県宇和島市伊吹町遺跡出

土遺物により型式設定された土器だが、最近 （1993年）、高知県西部の中村市船戸遺跡の調査でま

とまって出土、同遺跡は伊吹町式土器を最 も多 く出土する遺跡 となった。11）従来伊吹町式は県西部

を東限 とし、特に高知平野周辺では、後期後半の土器は出土例がなく、空白となっていた。確認で

きた土器は1点 だけだが、伊吹町式土器の東限となった。

以上の1～8類 土器の分類 により、当遺跡の縄文後期は後期初頭の中津式土器の段階から後半の

伊吹町式土器の段階まで存在することが判明した。高知平野の縄文後期 については、出原恵三によ

って現段階での全体像がまとめられている。12）その中で、高知平野周辺の縄文後期遺跡は、資料の

多少はあるものの前半の宿毛式の段階から中葉の元住吉山 Ⅰ式の段階までの土器が確認 されてお

り、後期初頭 と後期後半の資料は未確認であること。後期前葉の宿毛式が高知平野にも広がってお

り、その広が りを受けた形で成立 した松ノ木式土器の段階こそが生業の変化 を含めた後期土器の一

大画期であること。中葉 になって九州系の土器が多 くな り、瀬戸内よりも九州の影響が強 まるもの

の、片粕式土器の段階になると瀬戸内の要素が土器に認められるようにな り、東 と西の要素が混在

する状況が生み出されること。そして中葉から後半にかけて元住吉山 Ⅰ式以降、九州など西部の影

響は弱まり瀬戸内の影響が卓越 して くることなど、南四国中央部の縄文後期の全体像が論 じられて

いる。

今回の調査の縄文後期資料は、後期中葉の九州系の土器の存在、片粕式土器の比較的まとまった

出土など出原論を補完する資料 となった。

従来、高知平野で確認 されていなかった土器型式 （初頭 ・中津式、後半 ・伊吹町式）が確認され

たことと、松ノ木式などい くつかの時期に空白はあるものの、後期初頭か ら後半に至る長期の土器

型式が200㎡ 足 らずの調査地点から検出されたことが、栄エ田遺跡の今回の調査の成果である。

後期初頭の中津式は、高知平野中央部の後期の空白を埋める資料 となった。少量なが ら、九州の

西平式土器 に対応する伊吹町式土器が出土 したことで、出原論 とは異なるが後期後半にも四国西部

・九州の影響が一定量残ることが予想される。ただし、当然のことなが ら出土 したわずかな資料の

みで全体 を推 し測ることはできない。今後の資料の増加を待 ちたい。

何型式 にもわたる土器が検出され、片粕式土器の出土割合が高い状況は、春野町西分増井遺跡 と



Fig.120栄 エ田遺跡 出土 の縄文後期土器 （1～8類 ）（S＝1／8）



類似 している。遺物は尾根先端の舌状に延びる微高地に接する自然流路 （SR-1） の河岸 に形成さ

れた包含層 ・流路からの出土で、長期にわたる継続的な生活は、続 く縄文晩期にも認められる。

なお、今次調査で確認された中津式土器は従来高知平野では未検 出だったが、1992年 、物部川河

岸段丘上の香美郡土佐山田町林田シタノヂ遺跡から土壙出土の良好な一括資料 として平式併行ある

いは中津式の古段階に相当する深鉢が確認されている。また同年の調査 として、高知市柳田遺跡か

らは低湿地の包含層中か ら、中津式新段階の磨消縄文を持つ深鉢が出土 してお り、栄エ田遺跡J-

Ⅷ層出土土器 は、これらの遺跡に次 ぐ資料 となった。中津式古段階の資料 としては、高知平野で初

めての検出例 となる。

第2節 栄 エ田遺 跡 出土 の縄 文 晩期 土器 につ い て

縄文晩期の時期の特定できた実測遺物 は浅鉢59点 、深鉢20点 、さらに時期 は特定できないものの

口唇に貝殻腹縁 による刻目を持つ土器21点 も縄文晩期 に属する遺物だと考えられる。実測遺物の比

率から、小片 も含めた出土晩期土器 は約2,000点 のと推定 される。包含層中から後期土器 と混在 し

た状態で出土 した土器を所属時期 を基準 に浅鉢1～5類 、深鉢1・2類 に分類 した。今次調査 にお

いて出土 した晩期土器は、 Ⅰ～Ⅴの5つ の時期 に分けることがで きた。高知平野周辺においては、

晩期土器の出土が極めて少 なく、類例 を求めることができなかったため、瀬戸内 ・畿内など編年の

確立 した地域 と比較することで、時期の特定作業を行 った。15）

Ⅰ期 （晩期前半）……浅鉢1類 が Ⅰ期 に相当する。晩期前半新段階で、黒土BⅠ ・滋賀里 Ⅲa

併行期である。大 きく開いた体部から、強 く屈 曲して上方へ立ち上がる口縁 に至 る浅鉢で、外面に

沈線を持つ浅鉢1類a・bと 内面に沈線 を持つ浅鉢1類cが ある。この時期の土器は高知平野では

未検出である。

Ⅱ期 （晩期中葉古）…… 浅鉢2類 が Ⅱ期 に相当する。晩期中葉古段階の篠原古段階 ・南溝手土

器溜 り1・ 舟津原古段階併行期である。浅鉢1類 が口縁が強 く屈 曲し上方に立ち上がる形態を持ち、

沈線を施すのに対 し、浅鉢2類 になると、2類cの ように内面あるいは外面の沈線のみを残すが、

口縁は大 きく開いたままで口唇に至 り、1類 の 「強い屈曲 ・上方への立ち上が り」が認められな く

なる。また口縁下で屈曲するものも、2類a・bの ような屈曲後さらに大 きく開いて口唇 に至 るタ

イプも確認された。

Ⅲ期 （晩期中葉中）…… 浅鉢3類 がⅢ期に相当する。晩期中葉中段階 の篠原中段階 ・南溝手河

道2・ 舟津原新段階併行期である。3類aは2段 に屈 曲した後大きく開いて口縁 に至る浅鉢だが、

Ⅱ期の2類aと 較べ、屈曲が強 くな り、口径 も大 きくなる。161の ように口唇内面がわずかに肥厚

するものもあるが、口縁が大 きく開くタイプの浅鉢 （3類a・b） には口縁内面が肥厚するものは、

ほとんど認められない。胴部が くの字状 に屈曲し、短 く立ち上がって肥厚する口縁に至る3類d、

屈曲部上に沈線をめ ぐらせる3類eが ある。

Ⅳ期 （晩期中葉新）…… 浅鉢4類 がⅣ期 に相当する。晩期中葉新段階の篠原新段階 ・谷尻併行

期である。浅鉢4類 は、丸みを帯びた胴部から、強 く屈曲 して短 く立ち上が り肥厚する口縁に至る

4類aと 大 きく開く口縁を持つ4類b、2段 に強 く短 く屈曲する4類c、 口縁部外面に段部、内面



Fig．121栄 エ田遺 跡出土 の縄 文晩期土器 （S＝1／8）



に突帯、口唇に刻 目を持つ4類dが ある。Ⅲ期の口縁が大 きく開 く浅鉢 （3類a・b） に口縁が肥

厚するものはほとんどなかったのに対 し、Ⅳ期の4類bは 程度の差はあれ、いずれ も口縁部内面が

肥厚する。

Ⅱ～Ⅳ期 （晩期中葉）…… また、口縁部に突起部 を持つ深鉢を深鉢1類 とした。多 くが平縁の

土器だが、207の 波状口縁や204の 口唇に刻目を持つ土器も確認された。これらの深鉢は、中葉新段

階のⅣ期に多 く認められるが、 Ⅱ期 ・Ⅲ期 に相当する中葉古 ・中段階にも認められ、深鉢1類 とし

た突起部のある深鉢は細分せず、晩期中葉に属するものとしたい。

Ⅴ期 （晩期後半）……浅鉢5類 ・深鉢2類 が相当する。晩期後半の船橋 ・津島岡大 ・百間川沢

田併行期である。資料が少なく、津島岡大の段階と百間川沢田の段階の細分はできなかった。逆 く

の字状 口縁の浅鉢 （5類a） や逆 くの字状 に段 を成 して強 く屈曲する胴部 （5類c・d） 、内湾気

昧に立ち上がるボウル状の浅鉢 （5類e） などが確認された。

深鉢2類 は刻 目突帯を有する深鉢であるが、いずれも小片であ り、全体のプロポーションのわか

る資料はなかった。2条 突帯 を持つ資料は確認できず、深鉢2類 は1条 突帯の深鉢だと考えている。

南四国の縄文晩期土器については、従来出土資料の僅少 さゆえに、細かい編年は確立 していない。

土佐町八反坪遺跡16）（晩期前半）、香北町美良布遺跡17）（晩期中葉）、土佐市倉岡遺跡18）（晩期後半）、

本山町松 ノ木遺跡19）（後半）、中村市入田遺跡20）（後半）、中村市中村貝塚 （後半）、土佐山田町林

田シタノヂ遺跡21）（後半）、高知市柳田遺跡22）（後半）、中村市具同中山遺跡群23）（後半）、中村市



有岡遺跡24）（後半）、田村見当遺跡25）（後半）などが縄文晩期の遺跡 として挙げられるが、資料の

数が少な く細分することは困難であった。高知平野周辺では刻 目突帯文土器の有無 をメルクマール

として晩期前半 ・後半 といった程度で時期 を比定できるのみであった。少ない資料の中でも高知県

西部には、中村貝塚 ・入田遺跡など良好な遺跡が確認 されてお り、中村 Ⅰ式→中村 Ⅱ式→入田B式

という深鉢 を基準にした晩期後半期の編年が確立 されている。2条 突帯 を持つ西部の入田B式 土器

に対 し、高知平野では2条 突帯をもつ土器が確認 されておらず、現段階で各遺跡から出土するのは

1条 突帯の刻 目突帯文土器のみである。

こういう状況下で、量的に少ないなが らも晩期の5時 期にわたる土器型式が確認 されたことは、

高知平野の縄文晩期を考える上で重要である。

栄エ田遺跡では晩期前半 （Ⅰ期）、中葉 （Ⅱ期～Ⅳ期）、後半 （Ⅴ期）に継続 して生活が営まれて

いた。晩期初頭の資料 と晩期後半の刻 目突帯文土器出現期の資料は欠けるものの、前節で述べた同

じ包含層及び流路出土の後期初頭か ら後半に至る時期の土器 ともつながってくる。調査区（Ⅲ-2区 ）

の北側には遺跡北側の山地か ら続 く丘陵の先端が迫ってお り、丘陵先端からは微高地が舌状に延び

ている。この微高地上に何時期かの土器型式の空白は認め られるものの後期 ・晩期を通 して縄文集

落が展開 していたもの と考えられる。今後、高知平野の山地 と平野の変換点に位置する、このよう

な立地の遺跡か ら、栄エ田遺跡 と同様の縄文時代の長期にわたって継続する集落が検出される可能

性がある。

晩期を通 じて近畿 ・瀬戸内の土器、中で も岡山平野など瀬戸内の土器に類似 した土器型式が認め

られた。九州 と類似する土器は認められるものの、土器相 は異なってお り、高知平野の晩期は九州

とは異なる土器型式が展開 している。遺跡の南東約8㎞ の地点に、全国でも類 を見ないほど弥生前

期初頭の村がまとまって調査 された田村遺跡群がある。前期初頭 に 「弥生の村」が忽然 と姿 を現す

はずもなく、当然高知平野の縄文晩期の文化伝統の上に成立した 「弥生の村」なのであろうが、従

来、それを考えるための手がか りが少なすぎた。栄エ田遺跡の土器により高知平野の晩期縄文人の

後ろ姿が、おぼろげながらではあるが見え始めた。

今回の調査で晩期の5時 期 にわたる土器が出土 したことで、今後、高知平野周辺の 「小河川に接

して、北に丘陵のある微高地」 という立地の遺跡か ら、「晩期前半～後半の栄エ田遺跡 Ⅰ期～Ⅴ期

に対応する時期」の土器が出土することも予想 される。

晩期 Ⅰ期～Ⅴ期に分類 した土器は包含層資料の型式に頼っての分類である。今回試みたような流

路 ・包含層出土の量的に少ない資料による細かい時期の細分が、 どれだけ有効で意味があるかにつ

いては十分 に考えておかなければならない。少量の資料のため、土器の位置付けに若干の誤 りが生

じた可能性 もある。 しかし、土器の分類を通 じて、高知平野の晩期の状況の一端を、一定示せたの

ではないかと考えている。

近い将来、良好な一括資料の出土によって検証されることを期待 したい。



第3節 栄 エ田遺 跡 の位 置 付 け～調 査 の ま とめ～

今回の調査 は、約2万 ㎡の広さを有する栄エ田遺跡の北半を縦断する4ｍ 幅の トレンチを開ける

形の調査 となった。縄文前期 にはじまり近世に至るまで、住む地点をかえなが ら生 き抜いてきた先

人たちの姿がかいま見える。時代 ごとに概観 し、調査のまとめ としたい。

1． 縄文時代～長期継続集落と磨製石斧～

第1・2節 と縄文土器についての簡単なまとめをしたので、縄文時代 については主に石器につい

て述べることとする。先述のように、栄エ田遺跡の最古の人類の足跡は縄文前期 に遡る。2点 だけ

だが、前期初頭の羽島下層式が出土 している。継続的な集落が形成されたのは、縄文後期初頭の中

津式併行期に至 ってか らであ り、それ以後晩期の終わ りに至るまで約1,500年 もの間この集落は継

続する。土器型式の上から欠如する型式がい くつかあるが、後期初頭 ・前半 ・中葉 ・後半 ・晩期前

半 ・中葉 ・後半 とこれほど長期にわたる土器がほんの200㎡ 程の空間から検出されるという理由と

して、2つ のケースが想定される。一つは、近 くに目印があ り縄文人が繰 り返 し立ち寄るポイン ト

となっていた可能性、もう一つは、近 くで継続的な集落が営まれていた可能性の2点 である。栄エ

田遺跡の場合は後者の集落説が妥当だと考えられる。それを補強するのが今回出土 した石器類であ

る。

縄文時代の石器 については、松ノ木遺跡1次 調査時に他遺跡 との石器組成の比較の形でまとめら

れている。26）石器組成が極めて端的に集落の性格 を示 している。石錘の占める割合が60％ 以上の松

ノ木遺跡 （66.7％）、片粕遺跡 （77.8％）、三里遺跡 （92.3％）、石鏃が72.5％ の西分増井遺跡、打

製石斧が62.1％ を占める田村遺跡 とはっきりとした各々の集落の生業の違いを示 している。データ

比較のため栄エ田遺跡の石器組成 もこれらの遺跡のデ-タ と器種 を同じにして取 り出してみると、

石鏃6点 （17％）、打製石斧1点 （3％）、磨製石斧27点 （75％）、石皿0点 、石錘2点 （5％）、打

製石包丁0点 、となる。36点 中27点 が磨製石斧で70％ を超える高率である。しかも27点中加工用の

小型の縦斧は2点 のみ、残 りの25点 が伐採用 と見 られる蛇紋岩製の横斧である。完形品は1点 もな

く、その多 くが使い込 まれて磨滅 し、刃部基部のいずれかが欠けている。この磨製石斧の多 さこそ

が上述の5つ の後期遺跡 との大 きな違いであり、栄エ田遺跡の特徴 を際だたせる。

蛇紋岩製の磨製石斧については、富山県境A遺 跡で未製品を含めて1万 点 を越える磨製石斧が出

土 し注 目を集めた。27）北陸では、磨製石斧を出土する遺跡間の性格の違いについて、資料の蓄積を

背景に研究が進んでいる。石斧生産 をつかさどる集落 と消費地 との関係が交易圏として把握 されつ

つある。28）栄エ田遺跡が石斧生産に関わりの薄い遺跡だとは今回の調査だけでは断定で きない。剥

片類 も出土 しているし、南東1㎞ には蛇紋岩の露頭がある岡豊山がそびえている。29）生産について

は将来の調査に判断をゆだねるが、少なくとも消費については確実に証拠が残 されている。当時の

人々は、最大限有効に石斧を使い、再利用が不可能になった時点で一定の場所に廃棄 した。石斧 ・

土器の検出された地点からは同時に哺乳類の骨片30）も検出されてお り、ある種のゴミ捨て場だっ

た可能性が高い。

これら栄エ田遺跡の磨製石斧の存在が、なぜ集落の存在を示すか とい う点については、伐採斧 と



しての磨斧の用途からも自明である。栄エ田遺跡の小河川沿いに延びる舌状の微高地を縄文人は伐

り開き、家 を建て、集落を形成 した。当地でも縄文カレンダー31）に沿 った豊かな生活が繰 り広 げ

られていた と考えたい。松 ノ木遺跡や田村遺跡や西分増井遺跡 と比較 した場合、栄エ田遺跡の主た

る生業は何だったのか。ここで もやはり石器に注 目してみたい。栄エ田遺跡で最 も多かった石器、

それは実測遺物以外 も合せ合計70点 以上出土 した叩 き石 ・凹石 ・磨石類だ。流路か ら見つかった叩

き石はやはり多 くが破損品であった。検 出された叩 き石は植物食を示す。石器の割合か ら見ても、

少なくともこの集落に本拠 をお く間は狩猟 ・漁労を副次的なもの とし、主たる生業は採集による植

物食であったのではないか。舌状の微高地の後には四国山地に連なる豊かな森が控えている。大 き

く南東に開いた谷 といい、縄文人にとって絶好の居住環境であったことは想像に難 くない。

2． 弥生時代 から古墳時代へ～弥生前期末 と後期末 ・集落展開の画期～

弥生時代の研究は高知県考古学において最 も進んでいる分野の一つである。他地方よりも早 くか

ら進んだ弥生土器編年を基礎 に、高知空港拡張に伴う田村遺跡群の調査による資料の蓄積 もあ り、

精力的な研究が進められた。32）高知県 （多 くが高知平野の事例であ り、それ以外は調査例が少ない。）

の弥生時代の画期が他地方と同様、前期末 と後期末にあるのは周知のこととなってきた。それは遺

跡数の急増によって端的に現れ、土器の様相に投影する。

ところで栄エ田遺跡では、縄文晩期まで連続 していた人々の足跡が、弥生前期 になると全 く認め

られなくなる。前期前半を示す資料 は1点 も出土 していない。栄エ田縄文人はどこへ行って しまっ

たのか ？

彼 らは季節 により食料源により一定期間ごとの季節的な移動を常としていたはずで、当然直線距

離にして10㎞足 らずの物部川河口も移動範囲にはいっていたと考えられる。物部川河口付近、すな

わち、田村遺跡の前期初頭の村を形成する一翼を栄エ田の縄文人 も担っていた可能性 はないだろう

か。何 らかの契機で稲作 に手を染めた彼 らは、弥生時代前期前半に再び栄エ田の地を踏むことはな

かった。

当地に再び人々の生活が登場するのは前期末になってからである。稲作が定着、生産力の増大に

伴って人口も増加、田村遺跡から周辺に分村が行われた時期で、 Ⅰ-2区 、 Ⅱ-4区 で沈線多条化最

終段階の田村編年前期 Ⅴの時期の土器が出土 している。同時期の下分遠崎遺跡の例の ように、33）薄

手式土器 と称 される県西部の土器34）は全 く認められず、他遺跡で10％ 前後 を示す逆L字 状口縁甕

の割合が約30％ （14個体中4個 体） と高い。この一時期のみ遺物がまとまって出土し、中期 になる

と遺物が少なくなる （または皆無 となる） という高知平野の他遺跡 と同 じ状況が当遺跡でも認めら

れる。

中期末～後期初頭の高知平野は激動の時代である。尾根一つへだてて東の奥谷南遺跡 には標高50

～60ｍの急斜面に集落 （高地性集落）が形成 される。35）この時期栄エ田にも人が戻 って きた。遺物

は Ⅰ-2・ Ⅱ-3・ Ⅲ-2か ら少量 とⅡ-1か らまとまって出土 している。ほとんどが後期初頭に属す

る。対人兵器 と目される石槍 も2点 出土 した。438の打製石槍 と586の磨製石槍である。438は完形で、

586は 先端が折れている。当地の人々も何 らかの形で激動 に巻 き込 まれたようである。



後期中葉の空白期を経て再び活動が認められるのは後期末、 ヒビノキⅡ式土器 （後期-6・7）

の段階である。ヒビノキⅡ式からⅢ式 （古式土師器 Ⅰ期 ・古墳時代初頭）への移行期にあたる土器

も多い。長岡台地のヒビノキ遺跡36）や金地遺跡、東崎遺跡、林 田遺跡37）など弥生時代終末から古

墳時代にかけては遺跡の急増期に相当するが、栄田遺跡 も例外ではない。この時期の遺物出土量が

全時代を通 じて最 も多 く、従来か ら資料が充実 している古式土師器 Ⅰ期 （ヒビノキⅢ式土器）につ

いては、ほぼ全調査区で検出されこの時期の人口の急増を裏づける結果 となった。ただ、細片に至

るまでの遺物のチェックにもかかわらず、当該期の高知平野の遺跡か ら確認されることの多い搬入

土器については確認で きなかった。東崎遺跡、西分増井遺跡など搬入土器の認め られる遺跡 とは異

なる性格の遺跡 として注意する必要がある。今後、さらなる調査例の増加 とともに遺跡の性格 ・位

置付けもはっきりして くるもの と思われる。

弥生末～古墳初以降の人口急減を示すかのように、SD8出 土資料38）を唯一の例外 として6世 紀

後半に至るまで人の足跡はほとんど途絶える。6世 紀後半～7世 紀の資料 も少なく、 Ⅱ区で数点確

認 されるのみである。

3． 古代から中近世へ～楠葉型瓦器椀 （11世紀後半の一括資料）

古代か ら近世に至る時期の遺物は量的に少なく、集落の中心が今回の調査範囲外 に移ったことを

示 している。にもかかわらず、少ない遺物の中から、遺跡の性格 についての重要な知見が得 られた。

調査区東端の Ⅰ区から8世 紀後半の円面硯が出土 している。土佐国衙跡などから出土例はあるも

のの高知県内で も円面硯の例 は少ない。いかなる施設あるいは住居があったのかは定かではないが、

栄エ田遺跡に円面硯 を使用 し得 る人物が存在 した事 は確かである。8世 紀から9世 紀 にかけての須

恵器は10点足らずだが、ほとんどが Ⅰ区包含層中からの出土である。なお Ⅰ区には、式内社である

小野神社39）が隣接 している。

古代か ら中世にかけての資料の中で特筆 されるのは、楠葉型瓦器椀の出土である。瓦器椀の出土

したのは、Ⅲ-2区 の直径40㎝ ほどの小土坑SK-12で あり、出土遺物は当地の11世 紀後半代の状況

の一端を示す ものとして注目される。

出土 した遺物は743・744の 布 目瓦、745の 土師器、746・747の 須恵器そして748の 瓦器椀である。

748は 楠葉型瓦器椀で Ⅰ期に相当 し、11世 紀後半 という年代観が与 えられる。40）調整は摩耗のため

明瞭でない部位 もあるが外面は分割 して磨かれ、内底面 には平行なヘラミガキが施 される。口唇内

面に一条の沈線が巡らされ、楠葉の特徴 を示 している。高台は断面逆台形状で、わずかに開いてい

る。

瓦器は 「1．在地土器の実年代の比較研究 と2． 中世土器流通の実態 さらには3． 出土遺跡の性

格」を知るために重要な資料 となるといわれる。41）第1の 点、在地土器の実年代 という点において

は、共伴する円盤状高台糸切 り底の須恵器椀 （746）、足高高台の須恵器皿 （747）そして輪高台の

土師器椀 （745）の実年代 を考える上で重要である。同時に布 目瓦 も共伴するが、布 目瓦が同時期

の所産だと断定はで きない。拓本で観察可能なように、平瓦 （743）、丸瓦 （744）ともに、葺かれ

て風雨にさらされた面 （平瓦では凹面、丸瓦では凸面 と異なっている。）の風化 ・磨滅が著 しく進



んでいるのに対 し、逆 の面 は非常 に残 りが良い。例 えば丸瓦 では、凹面の布 目圧痕 が明瞭 に観察 で

きる し、平瓦 の凸面 には縄蓆 叩 きがはっ き りと残 る。一定期 間の使用 を示 してお り、瓦 の製作 時期

は11世 紀以前 で遡 って も古代 の範 囲に収 まる と推定 で きる程度 であ る。

しか し瓦器 と須恵器 と土 師器 については事情 が異 な って くる。先述 の ように、出土 した楠葉型瓦

器椀 には Ⅰ期11世 紀後半 とい う年代 が与 え られてお り、円盤状高台の椀の編年 とも合致す る。一方 、

輪高台 の土 師器椀 は12世 紀 に主流 になって くる器種 で、松 田直則 によって、糸切 り底 の円盤状高 台

→糸切 り底 の輪高台土 師器椀 とい う編年観が示 されてい る。42）松 田は円盤状 高台の椀が11世 紀後半

で消滅 し、同時期 にそれに替 わって防長系 の土 師器椀 が出現 す るとい う。栄エ田遺跡SK-12は 、11

世紀後半 の円盤状高台→輪高台 とい う土佐 における土 師器椀移行期 の様相 を示す 良好 な遺構 である

といえる。輪高台土 師器椀が11世 紀後半 か ら確実 に存在 する ことが追認 された。共伴す る足高高台

の皿 も同時期 の ものであ り、 これ ら遺物 の共時性 を示 している。

11世 紀後半 は黒色土器 か ら瓦器へ の移行期 であ り、畿 内においては黒色土器 と瓦器が共伴す る例

も見 られ る。748に つ いて も、かつ て黒色土器 であ る と指摘 していただ いた ことがあ る。年代 は同

じ11世 紀後半 である。当該期 の楠葉型瓦器 と黒色土器A類 は極 めて類似性 が高 い とい うことであ り、

ここでは瓦器 として取 り扱 うが黒色土器A類 の可能性 もある ことを付記 してお く。43）

楠葉型瓦器椀 （Ⅰ期）の 出土 は県 内では初 め てで あるが、44）西 日本 に視点 を広 げて も 「古代官衙

やそれ に類 す る遺跡」以外 か らはほ とん ど出土 していない。45）11世紀後半 の栄 エ田遺跡 の性格 の一

端 を示 している。 また、瓦器 出土地点南東 には 「シ ンプクジ」 とい う地名が のこっている。長宗我

部 地検 帳の段 階で はす で に 「中ヤ シキ」 とな ってお り、 「寺」 では な くなっていた。布 目瓦の存 在

な ど寺 院 との関連 も考慮 しておか なけれ ばな らない。

12世 紀以降 も断片的で はあるが、19世 紀 そ して現代 に至 るまで連続 して遺物が 出土す る。東播系

須恵器や常滑 な ど中世の流通 を示す遺物 も確認 されている。

山麓 を旧街道が縫 うように通 り、南側 を遍路道が走 り、遍路道の北 を国道32号 線が東西 に貫 く。

縄文後期以来 「居住好適地」であ り続 けた定林寺栄エ 田遺跡。今、遺跡の北側 をハ イウェイが駆 け

抜 け ようとしてい る。
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～Ⅳ期 と廣田の Ⅰ型式～Ⅳ型式は概ね一致 し、高知県の古式土師器については今後資料の増加により細部

が補強されることはあっても、この4期 区分は揺らがないだろう。

SD-8出 土遺物であるが、479の 甕は外面タタキ目の残存 とナデによる仕上げ、内面ヘラ削 りという技法

上の特徴 を持ち、器形 は球形がわずかに長胴化する段階である。479の 外面は、「叩 きは残存する」 という

表現がぴったりくるほど、ナデによりタタキは潰れたような状況でわずかに確認されるのみである。 Ⅰ期

には全面に叩き目があ り （タタキ目の盛行）、器形は球形に近いものも現れ 「形は布留を指向するが技術は

旧来のまま」 と言われるように内面ヘラ削 りは全 く見 られない。またⅢ期にはタタキ目は全 く認め られな

くな り、内面ヘラ削 りはあるものとないものが混在する。この Ⅰ・Ⅲ期をつなぐ位置にあるⅡ期は甕にお

いてはまさに479の 様相そのもので、「タタキ残存、内面ヘラ削 り」がメルクマールであり、器形 もⅠ・Ⅲ

期の中間に位置 してお り、 Ⅱ期 を示 している。拝原遺跡において出原は、甕 をA類 とB類 に分類、内面ヘ

ラ削 りが認められず 「在地の伝統的技法の延長線上に位置付けられる要素」 を持つ ものをA類 、内面ヘラ

削 りを採用 し 「伝統的な技法を払拭 した新 しい製作技法の産物 として位置付けられる」 ものをB類 として

いる。B類 に対 しては伝統的技法を払拭する部分 を認めつつ も古式土師器の象徴布留式土器 との明 らかな



差異により、その出自を求めることが課題だとする。

479はB類 につながる様相を示す Ⅱ期の甕である。 Ⅱ期の甕 としては、廣 田が示す柳田遺跡出土資料があ

る。Ⅱ型式にはほとんどタタキ目は残 らないとしてお り、479は Ⅱ期の中で も古相の様相を示 している。い

かなる要因により、内面ヘラ削 りが採用されるに至 ったかは明らかではないが、1期 からⅢ期への過渡的

状況を示す Ⅱ期の資料 として重要であろう。なお、共伴する高杯 （480）は摩耗のため調整不明であるが、

形態から見るとまさにⅠ期 とⅢ期の間を埋める資料である。

39） 『高知県の地名』平凡社1983年

40）橋本久和 『中世土器研究序論』真陽社1992年

41） 川越俊一 「中四国地方の瓦器」『芸備』第11集1981年

42）松田直則 「土佐 における古代末から中世の土器様相」『中近世土器の基礎研究Ⅲ』1989年

43） 瓦器だというご教示は橋本久和氏より、黒色土器A類 だというご教示は森島康生氏 よりそれぞれ受けた。

1994年3月 の完了報告 『栄エ田遺跡概要報告書』においては、高知県初出土の楠葉産黒色土器A類 として

報告している。

44） 高知県の楠葉型瓦器椀の出土遺跡 としては、中村市アゾノ遺跡の例 （Ⅲ期）がある。

松田直則 「アゾノ遺跡」 『後川 ・中筋川発掘調査報告書』 Ⅱ 高知県教育委員会1989年

45） 註40に 同じ



第Ⅵ章 付編 栄エ田遺跡の動物遺存体 について

菊 地 直 樹

動物遺存体が検出された発掘区はⅢ-2区 であ り、検出層準はJ-Ⅳ 層 を除 くJ-Ⅰ 層～J-Ⅷ 層で

ある。これらの層は炭化物に含む暗灰色～黒色の含礫粘質土からなり、縄文土器 を多 く含む遺物包

含層である。動物遺存体は縄文後期～晩期のものであるとおもわれる。動物遺存体のほとんどはこ

のような包含層より検出されているが、SK-2の ように炭化物 に富んだ土坑の埋土か らも検出され

ている。出土 した動物遺存体は大半が哺乳類のものと思われ、細片化 した骨片 とほぼ原形 を残 した

歯である。これらのほとんどすべてが焼けて白色灰化 し、細片化 している。包含層 に炭化物が多 く

見 られることから、焼かれて後に炭化物 と共に廃棄 されたものと考えられる。また、これらの遺存

体の中には下顎の歯列が残 されているにもかかわらず、エナメル歯冠だけで歯根、下顎骨が見 られ

ないものがある。これは腐食に強いエナメル歯冠 を残 して腐朽 したためであろう。よって歯牙 （エ

ナメル歯冠）や白色灰化 して無機質化 したもの以外は土中において消失 してしまったものと思われ

る。遺存体のほとんどすべては白色灰化、細片化 しているため同定できたものは少数に留 まった。

また同定できていない骨片が少数あるが今 までに同定できたものとしてはシカ、イノシシがある。

魚類遺存体がないかと注意 してみたがそれらしきものは検出していない。

1） 遺存体の概略 と出土 した包含層、遺構

各包含層、遺構 ごとに出土 した動物遺存体の概略を以下に示す。

包含層

J-Ⅰ ：哺乳類 の もの と思 われる白色灰化、細片化 した骨片

J-Ⅱ ：哺乳類 の もの と思 われる白色灰化、細片化 した骨片

J-Ⅲ ：哺乳類 の もの と思 われる白色灰化、細片化 した骨片

J-Ⅴ ：哺乳類 の もの と思 われる白色灰化、細片化 した骨片、 シカ （臼歯3本 ）、 イノシシ （右上顎

第三大 臼歯、下顎 門歯3本 、前 臼歯1本 ）

J-Ⅶ ：哺乳類 の もの と思 われる白色灰化、細片化 した骨片

J-Ⅷ ：哺乳類 の もの と思 われる白色灰化、細片化 した骨片、 イノシシ （右下顎第三大臼歯）

土坑

SK-2： 哺乳類 の もの と思 われ る白色灰化、細片化 した骨片、 シカ （上腕骨片）

2） 出土遺存体

ニホ ンジカ

J-Ⅴ 層 か ら下顎 臼歯が3本 出土 してい る。



イノシシ

J-Ⅴ 層、J-Ⅷ 層か らいくつかの歯が見つかっている。J-Ⅴ 層の右上顎第三臼歯は全 く咬耗 し

ておらず、1.5歳 ぐらいの個体であると思われる。また同層出土の下顎門歯、前臼歯はまとまって

見つかってお り、1個 体分の もの と思われる。歯だけが残存 し、下顎骨は腐朽 したものであろう。

J-Ⅷ 層出土の右下顎第三大臼歯は前か ら2つ めの咬頭まで しか咬耗 してお らず、2.5歳 の個体の も

のであると思われる。前臼歯は全 く咬耗 してお らず、門歯 もそれほど咬耗 していない。若い個体の

ものであろう。数例ではあるが若い個体の歯ばか りである。

ま と め

栄エ田遺跡のⅢ-2区 から出土 した動物遺存体 について報告 した。それ らはシカ、イノシシと言

った縄文時代において重要な狩猟動物の遺存体である。今回検出されたイノシシは若い個体が多い。

遺存体の量は少ないため断定はで きないが、本遺跡においては若いイノシシが主に利用されていた

と言える。

魚類遺存体の欠如は本遺跡が内陸部に位置するためであろうか。内陸部で もアユやフナといった

河川の魚類を利用することは可能である。また本山町の松ノ木遺跡においては内陸の山中にも関わ

らず、土坑埋土中より焼けて白色灰化 したタイ類の椎体が得 られている。当然、栄エ田遺跡におい

ても見 られて不思議ではないはずであるが灰化、細片化 したかなり小さな遺存体を多 く検出 したに

もかかわらず、魚類遺存体は検出することがで きなかった。土中で消失 してしまった というよりは

魚類があまり利用されていなかったと考える方がよいのではないだろうか。

遺存体は炭化物を含む暗灰色～黒色の礫質粘質土か らなる遺物包含層や土坑の埋土から出土 した

ものであり、焼けて白色灰化 している上に細片化 したものが多かった。このことから焼かれた後 に

炭化物 と共に廃棄されたものと思われる。





写 真 図 版





PL1

調査前の栄エ田遺跡 （Ⅰ区からⅡ区方向をのぞむ）

Ⅰ－1区 完掘状況



PL2

Ⅰ－2区 完掘状況

Ⅰ－2区 遺物出土状況 （弥生前期末）



PL3

Ⅰ－3区 完掘状況

Ⅰ－3区 南端堆積状況



PL4

Ⅰ－3区SD-8遺 物出土状況

Ⅰ区 全景



PL5

Ⅱ－1区 完掘状況

Ⅱ －1区SD-13・14



PL6

Ⅱ－2区 全景

Ⅱ－3区 遺構検出状況



PL7

Ⅱ－3区 遺構 完掘状 況 （SD-17・18）

Ⅱ－3区 より，西方 Ⅲ区方向 をのぞむ



PL8

Ⅱ－4区 遺構検 出状況

Ⅱ －4区SA-1，SB-1



PL9

Ⅱ－4区 遺構完掘状況 （西 から）

Ⅱ－4区 遺構完掘状況 （東 から）



PL10

Ⅱ－5区 遺構完掘状況 （西 から）

Ⅱ－5区 遺構完掘状況 （東から）



PL11

Ⅲ－2区 調査前風景

Ⅲ－2区 表土除去後，調査区全景



PL12

Ⅲ－2区 中央バンク南壁，推積状況

Ⅲ－2区 縄文時代遺構 （J-Ⅱ層上面）



PL13

Ⅲ－2区J-Ⅰ 層遺物出土状況

Ⅲ－2区SR-1（J-Ⅴ 層 ）礫 出土状 況



PL14

Ⅲ－2区SR-1

Ⅲ－4区 調査区北西方向 をのぞむ



PL15

調査に参加 した人々 （Ⅲ区）

調査に参加 した人々 （Ⅰ区）



PL16

Ⅰ～Ⅱ区 遺物出土状況



PL17

Ⅲ－2区 遺物出土状況 （縄文土器 ）



PL18

（SK-12） （SK-12）

Ⅲ－2区 遺物出土状況 （石器及びSK-12）



PL19

作業風景



PL20

縄文前期 ・中期土器

縄文後期土器 （後期1類 ）



PL21

縄文後期土器 （後期1類 ）外面

縄文後期土器 （後期1類 ）内面



PL22

縄文後期土器 （後期2類 ）外面

縄文後期土器 （後期2類 ）内面



PL23

縄文後期土器 （後期3・5類 ）外面

縄文後期土器 （後期3・5類 ）内面



PL24

縄文後期土器 （後期4類 ）

縄文後期土器 （深鉢）



PL25

縄文後期土器 （後期6類 ）① 外面

縄文後期土器 （後期6類 ）① 内面



PL26

縄文後期土器 （後期6類 ）② 外面

縄文後期土器 （後期6類 ）② 内面



PL27

縄文後期土器 （後期6類 ）③ 外面

縄文後期土器 （後期6類 ）③ 内面



PL28

縄文後期土器 （7・8類 ，その他）外面

縄文後期土器 （7・8類 ，その他 ）内面



PL29

縄文後期土器 （後期粗製深鉢）外面

縄文後期土器 （後期粗製深鉢）内面



PL30

縄文晩期土器 （晩期浅鉢1・2類 ）外面

縄文晩期土器 （晩期浅鉢1・2類 ）内面



PL31

縄文晩期土器 （晩期浅鉢3類 ）外面

縄文晩期土器 （晩期浅鉢3類 ）内面



PL32

縄文晩期土器 （晩期浅鉢4類 ）外面

縄文晩期土器 （晩期浅鉢4類 ）内面



PL33

縄文晩期土器 （晩期浅鉢5類 ）外面

縄文晩期土器 （晩期浅鉢5類 ）内面



PL34

縄文晩期土器 （晩期深鉢1類 ）外面

縄文晩期土器 （晩期深鉢1類 ）内面



PL35

縄文晩期土器 （晩期深鉢2類 ）外面

縄文晩期土器 （晩期深鉢2類 ）内面



PL36

縄文土器 （粗製深鉢）

縄文土器 （粗製深鉢）



PL37

縄文土器 （粗製深鉢）

縄文土器 （粗製深鉢）



PL38

縄文土器 （粗製深鉢）

縄文土器 （底部）



PL39

縄文土器 （底部）外面

縄文土器 （底部）内面



PL40

石器 （縄文時代）石鏃，石錘，磨製石斧，スクレイパー類 （表面）

石器 （縄文時代）石鏃，石錘，磨製石斧，スクレイパー類 （裏面）



PL41

石器 （縄文時代）叩き石類 （表面）

石器 （縄文時代）叩き石類 （裏面）
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PL44

Ⅰ－1・2区 出土遺 物



PL45

Ⅰ－3区 ， Ⅱ－3区 出土遺 物



PL46

Ⅰ －1・3， Ⅱ －1・3区 出 土 遺 物



PL47

Ⅱ－3， Ⅱ－4区 出土遺 物



PL48

Ⅱ－4・5， Ⅲ－2区 出土遺物



PL49

Ⅲ－2区 出土遺物



PL50

Ⅲ－2区 出土遺 物 （SD-29）



PL51

Ⅲ－2区 出土遺物 （SD-29）



PL52

Ⅲ－2区 出土遺 物 （SD-29）



PL53

Ⅲ－2区 出土遺物 （SD-29）



PL54

Ⅲ－4区 出土遺物
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